
　※「バーコードROBO 3」には「組版 ROBO 3」の全機能が含まれています。
　※「組版ROBO 3」にはバーコード機能はいっさい含まれていません。
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はじめに

　本マニュアルの補足または訂正等が「組版ROBO 3」または「バー
コードROBO 3」のディスク内のファイルとして追加されている場合
があります。その場合は必ずディスク内のファイルの方も合わせてお
読みください。

　　このたびは、Adobe Illustratorプラグインモジュール「組版 ROBO 3」または「バーコード
ROBO 3」をお買い求めくださいまして、誠にありがとうございます。

　本マニュアルでは、OS、プリンタドライバ、フォント、およびAdobe Illustrator（7.0以降）な
どのソフトウェアが既に適切にセットアップされ、これらの取り扱いを一通り習得されている
ことを前提にしています。これらのソフトウェアについては各付属のマニュアル類を参照して
ください。

●パッキングリスト

　　このパッケージには以下のものが含まれています。

１）「組版ROBO 3・バーコードROBO 3ユーザ・マニュアル」（本マニュアルです）
２）ユーザ登録カード
　　　必ず楷書でご記入の上ご返送ください。登録ユーザの方は各種サポートをお受けになれま
す。また、ディスクによる無償アップデートがある場合の送付先になりますので、途中で変更
が生じた場合にも必ずご連絡ください。

３）「組版ROBO 3」または「バーコード ROBO 3」のディスク

　※「バーコード ROBO 3」には「組版 ROBO 3」の全機能が含まれています。
　※「組版 ROBO 3」にはバーコード機能はいっさい含まれていません。

●使用法

　　先ず、本マニュアル「インストール方法」の章をご覧ください。

●お問い合わせ

　　本マニュアル「サポート」の章をご覧ください。
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 1994-1998 (有)ナカエソフトウェア開発 All rights reserved.

Adobe Illustrator, PostScriptはAdobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標です。

Power Macintosh, MacOSはApple Computer, Inc.（アップルコンピュータ社）の商標です。

Microsoft, Windows , MS-DOSは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標であり、

WindowsNT は同社の商標です。

ファイルメーカーは FileMaker, inc.（ファイルメーカー社）の商標です。

その他全てのブランド名または製品名はそれらの所有者の商標もしくは登録商標です。

また、マニュアルおよびサンプルファイルなどに登場する会社名、氏名、住所などのデータはすべて架空のもので、実在

する企業、人物などには一切関係ありません。

●使用許諾契約

１）このパッケージにおさめられているコンピュータ・ファイル（以下本ソフトウェア）および付
属書類等のすべての著作権は、有限会社ナカエソフトウェア開発（以下弊社）にあります。

２）本ソフトウェアをデコンパイル、リバースエンジニアリング、逆アセンブルするなど本プログ
ラム以外の形式に変換することは禁止します。

３）本ソフトウェア、あるいはその一部を修正、改作、賃貸、リース、販売または本ソフトウェア
あるいはその一部に基づく派生的製品の製作をおこなうことはできません。

４）バックアップ目的以外に本ソフトウェアの一部または全部を無断で使用、複製することはでき
ません。

５）本ソフトウェアは、コンピュータ１台につき１セット購入が原則になっております。

●製品の保証

　　本ソフトウェアが記録されているメディアの不良により本ソフトウェアを正常に使用できない
場合は、本ソフトウェア購入後 90日以内であれば、弊社の責任において本ソフトウェアが記録
されているメディアのみ無償で正常なものと交換させていただきます。ただし、本ソフトウェア
を運用した結果の影響についてはいっさい責任を負いかねます。

●終了

　　本ライセンスは、その終了時まで有効です。本ライセンスの条項に従わなかった場合には、弊
社からの通知を要することなく本ライセンスは直ちに終了します。終了時には、本ソフトウェ
ア、付随する全ての書面およびそれらの複製物を破棄しなければなりません。本ソフトウェアお
よびそのすべての複製物を破棄することにより、いつでも、本ライセンスを終了させることがで
きます。

ソフトウェアライセンス
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インストール方法

　　「組版ROBO 3」または「バーコード ROBO 3」は PowerMacintosh版またはWindows95/
98/NT版のAdobe Illustratorバージョン 7.0以降（以下単に Illustator）の上で動作するプラグ
イン・モジュール形式のソフトウェアです。本ソフトウェアを正しく動作させるために、必ず
次の手順に従ってインストールを行なってください。

１）Illustatorが起動中なら、いったん終了してください。
２）「組版ROBO 3」または「バーコード ROBO 3」のディスクをドライブに挿入してください。

Macintosh版の場合：
３）ディスク内のウィンドウが開いたら、その中の圧縮ファイル「組版 ROBO 3.sea」または
「バーコード ROBO 3.sea」という名前のアイコンをダブルクリックしてください。
４）「Continue」のボタンを押すと保存先を聞いてきますから、空きが充分にあるハードディスク
内をターゲットにし、「保存」のボタンを押してください。

Windows版の場合：
３）ディスク内のウィンドウが開いたら、その中の圧縮ファイル「組版ROBO 3」または「バー
コードROBO 3」という名前のアイコンをダブルクリックしてください。

４）出力先を聞いてきますから、空きが充分にあるハードディスクを選択し、「OK」のボタンを
押してください。

以下Macintosh/Windows版共通
５）展開が終わると、展開先に選んだハードディスク内に「組版ROBO 3」または「バーコード

ROBO 3」のフォルダができています。
６）「組版ROBO 3」または「バーコードROBO 3」フォルダを開き「ROBO3プラグ」フォルダ
だけを選択し、そのままフォルダごとドラッグして Illustratorの「プラグイン」（Windowsの場
合は「Plug-ins」）フォルダへ入れてください。（このフォルダは通常Adobe Illustratorアプリ
ケーション本体があるフォルダ内にあります。）

７）Illustratorを起動してください。
８）Illustratorの「ウインドウ」メニューに次ページに示すアイテムが追加されているはずです。
　　もしそうでなければ、以上の手順通りでないか、Illustrator自体が正しくインストールされて
いない可能性があります。（ただし、「組版ROBO 3」では「バーコードROBO」のメニュー項
目は追加されません。）

　　「組版ROBO 3」または「バーコード ROBO 3」の個々の使い方については本マニュアルの該
当ページをご覧ください。

　　なお、本マニュアル中の記述おいて、特にことわりがない限り IllustatorとはAdobe Illustra-
torバージョン 7.0以降のことを指します。

　「ROBO3プラグ」フォルダ内のファイ
ルおよびファイル構成を直接操作しない
でください。
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※上の図は「バーコードROBO 3」をインストールしたときのものです。「組版ROBO 3」では
「バーコード ROBO」のメニュー項目は追加されません。
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組版ROBO・レコード順次取り込み

●何ができるか？

　　単純な表組や同一会社の複数社員の名刺を面付けするような場合に、データの取り込みを自
動化します。名刺の顔写真を配置したり、「バーコードROBO 3」を併用すれば会員証のバー
コードデータをシンボル変換することも可能です。

●どう動作するか？

　　たとえば、ページ上に一つの名刺のテンプレート（ひな形）を配置しておくと、指定の社員
名簿（タブまたはコンマ区切りのテキスト形式のデータベース）を順次取り込みながらテンプ
レート内容を置換または変換しながら各名刺を指定の行列数分だけ整列配置します。

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｍ支社�

ＤＦ部�

〒221-8523 神奈川県横浜市神奈川区新子安0-00-0
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

伊原　正巳�

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｍ支社�

ＧＫ部�

〒221-8523 神奈川県横浜市神奈川区新子安0-00-0
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

河口　能活�

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｍ支社�

ＦＷ部�

〒221-8523 神奈川県横浜市神奈川区新子安1-37-1
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

丈　彰二�

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｆ支社�

ＭＦ部�

〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜0-0-0
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

山口　素広�

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｆ支社�

ＧＫ部�

〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜0-0-0
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

楢崎　雅剛�

株式会社＊＊ソフト�平塚支社�

ＦＷ部�

〒254-0012 神奈川県平塚市大神0000-0
�TEL: 000-000-0000 FAX: 000-000-0001

路比須　和具名�

株式会社＊＊ソフト�平塚支社�

ＭＦ部�

〒254-0012 神奈川県平塚市大神0000-0
�TEL: 000-000-0000 FAX: 000-000-0001

中多　英寿�

株式会社＊＊ソフト�平塚支社�

ＧＫ部�

〒254-0012 神奈川県平塚市大神0000-0
�TEL: 000-000-0000 FAX: 000-000-0001

児島　伸幸�

株式会社＊＊ソフト�市原支社�

ＤＦ部�

〒290-0056 千葉県市原市五井0000
�TEL: 000-000-0400 FAX: 000-000-0401

中西　英輔�

1

1 2 3 4

平塚支社� 児島　伸幸�ＧＫ部� 〒254-0012 ...

...

...

...

...

...

...

...

...

平塚支社� 中多　英寿�ＭＦ部� 〒254-0012 

横浜Ｆ支社�楢崎　雅剛�ＧＫ部� 〒222-0033 

横浜Ｆ支社�山口　素広�ＭＦ部� 〒222-0033 

横浜Ｍ支社�丈　彰二� ＦＷ部� 〒221-8523 

横浜Ｍ支社�河口　能活�ＧＫ部� 〒221-8523 

... ... ... ...

... ... ... ...

平塚支社� 路比須　和 ＦＷ部� 〒254-0012 

5

000-000-

000-000-

000-000-

000-000-

000-000-

000-000-

000-000-

...

...

...

2

3

4

5

6

7

...

...
取り込みデータの表計算シート上でのイメージ�
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●特徴

・オブジェクトに対する取り込みデータの割り当てや変更がライブでできる。
・割り当て作業はオブジェクトを選択してデータベース・フィールドのリストをダブルクリック
するだけ。その際、どのオブジェクトにどのデータを割り当てたかの目視用のタグを付けるこ
ともできる。

・Illustrator書類上に割り付けアウトラインをプレビューできライブで位置決め調整が可能。
・設定をセットメニュー化できるので作業メンテナンスが楽。
・一度開いたデータベース・ファイルは履歴メニューとして残るので次回オープンが楽。
・EPS画像だけでなくラスター画像の置換／変換配置も可能。また、画像の置換は基本変形（回
転やシアーなど）を受け継ぐ

・「バーコードROBO 3」を併用すればバーコードデータのシンボル変換も可能。
・MactintoshかWindowsで作成されたテキストデータを互いに無変換でも取り込み可能。
・「テキスト自動調整」機能の併用可能。
・取り込み後の Illustrator書類に順次名前を付けて保存する自動運転（バッチ処理）が可能。

●取り込みデータの最大値

・１ファイルあたりの最大レコード数： 32767
・１レコードあたりの最大フィールド数：　 1024
・１フィールドあたりの最大文字数：　半角換算で 5460文字、全角換算で 2730文字 *
　*データベースソフトでこれ以下の制限がある場合もありますが、普通のテキスト編集ソフトで
は可能な文字数です。

　　これらを表計算シート上のイメージであらわすと次の様になります。

1

1 2 3 ...

平塚支社� 児島　伸幸�ＧＫ部� ... ...

...

...

...

...

...

...

...

...

平塚支社� 中多　英寿�ＭＦ部� ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

全角2730文字�半角5460文字�... ...

...

...

...

...

...

...

...

...

...

...

1024

2

3

4

5

6

...

...

32767
表計算シート上のイメージ�
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●テキストオブジェクトだけの使用例

・「名刺例」フォルダにある Illusratorファイル「名刺 .ai」を開いてください。
　　ここでは「支社名」「部署名」「氏名」「住所」「電話番号」「ファクス番号」のテキストオブ
ジェクトへ外部のテキスト形式のデータベースの文字列を取り込み、１ページ当たり２×４枚
の名刺を割り付けてみます。（「どう動作するか？」の図参照）

・「ウインドウ」メニューから「レコード順次取り込み」を選んでください。
　図のようなパレットが現れます。
・パレットの「取込ファイルの指定」ボタン
をクリックしてください。

・ダイアログが現れたら「名刺例」フォルダ
にあるの「名刺データ .txt」を開いてくだ
さい。

・パレットの区切り指定を「タブ区切り」に
してください。

　　「名刺データ .txt」はテキスト形式の
データベースファイルです。

　＊ここで利用できるデータベース・ファイ
ルの一般的な構成や「レコード」、
「フィールド」などの用語についてはこの
章の最後にある「●利用可能なデータ
ベースファイルについて」をご覧くださ
い。

　　次ページの図のようにパレット中央のリ
ストにテキストデータが表示されます。

　　リスト左端の数字「3:」などは表示レ
コードのフィールド番号です。

さて、この個々データを取り込む前に
どのオブジェクトに何番目のフィールド
を取り込むかを指定しておかなければな
りません。これを「割り当て」と呼ぶこ
とにします。

・「タグ表示」をチェックしてください。
・名刺の右上にある「市原支社」だけを選択
してください。

・とりあえずパレットのレコード番号を１にし、リストから第１フィールドの「平塚支社」を選
択し、「セット」ボタンをクリックしてください。

　「セット」ボタンをクリックするかわりにリスト行をダブルクリックしても結構です。
　　名刺の「市原支社」が「1_市原支社」に変わっているはずです。ここではこの「1_」をタグ
と呼びます。また「割り当てタグ」欄に「1」と表示されているはずです。

　　これで、左上ブロックの支社名「市原支社」に「名刺データ .txt 」の第１フィールドが割り
当てられました。

・次に名刺の「ＤＦ部」を選択してください。
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�

ＤＦ部�

3_ＤＦ部�

ダブルクリックまた
はセットボタン�

・パレットのリストの第３フィールドの「ＧＫ部」をダブルクリックしてください。
　　所属部署「ＤＦ部」に「名刺データ .txt 」の第３フィールドが割り当てられました。

・同様にして名刺の「中西　英輔」に第２フィールドを、名刺の「住所」に第４フィールドを、
名刺の「000-000-0400」に第５フィールドを、名刺の「000-000-0401」に第６フィールドを
割り当ててください。

　　これで割り当てが完了しました。

・次に整列の設定をおこないます。名刺全体をトンボも含めて選択してください。割り当てたオ
ブジェクトだけでなく単に複製したい部分も選択します。

・パレットの「単位サイズ ...H」、「V」を設定しますが、普通はオブジェクトの選択範囲を囲む長
方形の水平、垂直サイズですので「選択範囲」ボタンをクリックしてください。「単位サイズ
...」に入力されます。以下「H」は水平、「V」は垂直を表します。

・「余白サイズ ...」はどちらも「0 mm」にしてください。ブロック間の空きを設定します。
・２×４個にしたいので「整列個数　...H」を「2」、「V」を「4」にしてください。その下の整列
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の取り込み順を決める「順序」は左端のボタンを選んでください。２行４列をアイコンのよう
に水平左から順に埋めていきます。

・「アウトライン表示」をチェックしてください。ページ上にこれから取り込み複製される名刺の
アウトラインが水平１行垂直１列分だけガイドで表示されます。このアウトラインのガイドは
実行後は自動的に削除されます。（図）設定値を変更するとこのアウトラインもリアルタイムに
変化します。

・「合計サイズ ...」は計算値のままにしておいてください。これはアウトライン全体を囲む長方形
の水平垂直サイズです。この値を増減すると「余白サイズ ...」が自動的に増減します。

・以上で取り込みの準備ができましたが、「１ページ分取込」ボタンをクリックする前に、「開始
レコード番号」を「1」にし「１レコード取込」ボタンをクリックしてみてください。

　　名刺の割り当て部分がデータベースの第１レコードのフィールドで置き換わるはずです。ま
た「開始レコード番号」が「2」になります。

　　さらに、そのまま「１レコード取込」ボタンをクリックしてみてください。第２レコードの
フィールドで置き換わり「開始レコード番号」が「3」になります。何回か「１レコード取込」
をクリックしてみてください。

・では１ページ分だけ取り込んでみます。「開始レコード番号」を「1」にもどし「１ページ分取
込」ボタンをクリックしてください。

　　図のようにページ上に２×４枚の名刺が第１レコードから第８レコードまで取り込まれて整
列しているはずです。また「開始レコード番号」は次の取り込みレコードの先頭となる「9」に
進みます。

　　そのままの状態で次の「●バッチ処理の例」へ進んでください。

株式会社＊＊ソフト�市原支社�

ＤＦ部�

〒290-0056 千葉県市原市五井0000
�TEL: 000-000-0400 FAX: 000-000-0401

中西　英輔�

実行前�

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｍ支社�

ＤＦ部�

〒221-8523 神奈川県横浜市神奈川区新子安0-00-0
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

伊原　正巳�

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｍ支社�

ＧＫ部�

〒221-8523 神奈川県横浜市神奈川区新子安0-00-0
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

河口　能活�

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｍ支社�

ＦＷ部�

〒221-8523 神奈川県横浜市神奈川区新子安1-37-1
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

丈　彰二�

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｆ支社�

ＭＦ部�

〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜0-0-0
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

山口　素広�

株式会社＊＊ソフト�横浜Ｆ支社�

ＧＫ部�

〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜0-0-0
�TEL: 000-000-0100 FAX: 000-000-0101

楢崎　雅剛�

株式会社＊＊ソフト�平塚支社�

ＦＷ部�

〒254-0012 神奈川県平塚市大神0000-0
�TEL: 000-000-0000 FAX: 000-000-0001

路比須　和具名�

株式会社＊＊ソフト�平塚支社�

ＭＦ部�

〒254-0012 神奈川県平塚市大神0000-0
�TEL: 000-000-0000 FAX: 000-000-0001

中多　英寿�

株式会社＊＊ソフト�平塚支社�

ＧＫ部�

〒254-0012 神奈川県平塚市大神0000-0
�TEL: 000-000-0000 FAX: 000-000-0001

児島　伸幸�

実行後�
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●パッチ処理の例（前ページの例からの続き）

　　今度はデータベースの全レコードを取り込みながら取り込んだ書類を次々と自動的に保存し
てみます。

・一回だけ Illustratorの「編集・取り消し」コマンド（アンドゥ）を実行し、いったん「名刺 .ai」
ファイルを取り込み直前の状態に戻してください。複数回アンドゥをすると割当状態も戻る場
合があります。そのときは「編集・やり直し」コマンド（リドゥ）を実行すればよいでしょう。

　割り当て操作は Illustratorの「編集・取り消し／やり直
し」コマンドが効きます。

・テンプレートの名刺全体をトンボも含めて選択してください。割り当てたオブジェクトだけで
なく単に複製したい部分も選択します。

・「開始レコード番号」を「1」にし
てください。

　　ここまでの準備は先におこなっ
た「１ページ分取込」とおなじで
す。

・「バッチ処理」のボタンをクリッ
クしてください。

・処理内容を確認するダイアログが
現れますから、よろしければ
「OK」ボタンをクリックしてくだ
さい。

　　今開いているテンプレート「名
刺 .ai」と同じフォルダ内に
「#0001名刺 .ai」、「#0002名刺
.ai」、「#0003名刺 .ai」の３つの
Illustratorファイルが自動生成さ
れます。試しに「#0001名刺 .ai」
を開いてみてください。先に「１
ページ分取込」で作成したものと
同じ内容になっているはずです。
３つ目の「#0003名刺 .ai」は６
レコードの取り込で終わっていま
すが、データベースが２２レコー
ドまでだからです。

・ここで、どれか取込済みの書類を
開いておいてください。

・一度ページ上のオブジェクトの選
択をすべて解除し、どれかの名刺
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の「氏名」だけを選択してみてください。
・その状態でパレットを見てください。リストは第２フィールドが選択状態になっているでしょ
う。「割り当てタグ」欄には「2」と表示されているはずです。　他の割り当てオブジェクトで
も試してみてください。個々のオブジェクトは、それぞれ割り当てられたフィールドを覚えて
います。

　　つまり、取り込み前に個々のオブジェクトに付いていたタグ「3_」などは単なる目印に過ぎ
ないのです。また、取り込み実行後も各オブジェクトの割り当てはそのまま残ります。

　　したがって、この

　タグ部分を打ち変えても割り当ては変更できません。

　　ところでタグが消えてしまうと一目で割り当て状況が掴めませんが、この

　タグは簡単に表示したり消したりできます。

　　それを試してみます。

・ページ上の全てのオブジェクトを選択してください。
・パレットの「タグ表示」をチェックしてあることを確認し「照合」ボタンをクリックしてくだ
さい。

　　オブジェクトが割り当て済みのものならタグが付けられます。
・オブジェクトの選択状態をそのままに、今度は「タグ表示」のチェックをはずしてください。
　　選択中のオブジェクトのタグが消えます。
　　繰り返しますが、これらの操作は「割り当て」そのものに影響しません。
　　割り当てを解除するには対象オブジェクトを選択し「リセット」ボタンをクリックします。

　　これは非常に大切なことを意味しています。すなわち、

　取り込み後のオブジェクトに対しそのまま別レコードで
上書きができる。

　　ということです。実は、このことは先ほどの「１レコード取込」ボタンで経験済みのことな
のです。この例は「整列しない使用例」にありますので、必ずお試しください。
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●整列しない使用例

・「順次例」フォルダにある Illustratorファイル「順次非整列 .ai」を開いてください。
　　ここには「山形産」「さくらんぼ」「1パック」「680円」の４つのテキストオブジェクト（以
下テキストグループ）があります。

・パレットの「取込ファイルの指定」ボタンをクリックして、「順次例」フォルダの「順次非整列
データ .txt」を開いてください。

　　すでに「山形産」「さくらんぼ」「1パック」「680円」はそれぞれ第１、２、４，５レコード
に割り当ててあります。タグの表示はしてありません。

・このテキストグループ選択して「開始レコード番号」を「1」にし「１レコード取込」ボタンを
一度クリックしてください。

　　オブジェクトの内容が第１レコードのものに置き換わります。
・テキストグループを適当な位置にドラッグコピー *してください。コピー直後の選択状態を保ち
ます。

北海道産�

グリーンアスパラ�
1束�

98円�

石川産�

ブロッコリー�
1株�

150円�
石川産�

ブロッコリー�
1株�

150円�

複製して．．．�

「１レコード取込」ボタンをクリック�

石川産�

ブロッコリー�
1株�

150円�
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・「１レコード取込」ボタンを一度クリックしてください。
　　テキストグループの内容が第２レコードのものに置き換わります。
・この第２テキストグループを適当な位置にドラッグコピーして「１レコード取込」ボタンをク
リックしてください。さらにこれらを何回か繰り返し試してください。

　　レコード番号は「１レコード取込」ボタンをクリックするごとに１ずつ増加しますが、適当
なレコードを選んで行ってもかまいません。

　　また、取り込み済みのテキストグループの全体または一部を再選択し適当なレコードに差し
替えることも可能です。

　　この例のように割当オブジェクトのひとまとめの複製を手動でおこない、１つ１つ確認しな
がら必要なレコードを取り込むことも、効率と手軽さのバランスを考えるとき非常に有効な使
い方です。

　*オブジェクトを選択ツールで選択し、MacintoshではOptionキーを、WindowsではAltキーを
押下しながらドラッグして適当な位置で離すこと。
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●画像の取り込み例

　　ここの例を試す前に必ず先のテキストオブジェクトだけの使用例をよく読んで試しておいて
ください。

・「画像例」フォルダにある Illusratorファイル「画像整列 .ai」を開いてください。
　　ここでは「バナナ」の画像が１つリンク配置され、「=図」または「=image」の文字列の入っ
た矩形テキストオブジェクトが５つあります。この各オブジェクトを外部のテキスト形式の
データベースの文字列（ファイル名）の画像で置き換えてみます。

・「ウインドウ」メニューから「レコード順次取り込み」を選んでください。
　　もし「レコード順次取り込み」メニューにチェックマークがついていればパレットはすでに
画面のどこかに現れているはずです。

・パレットの「取込ファイルの指定」ボタンをクリックしください。
・ダイアログが現れたら「画像例」フォルダにあるの「画像データ .txt」を開いてください。
・パレットの区切り指定を「タブ区切り」にしてください。
　　パレット中央のリストにテキストデータが表示されます。
・「タグ表示」をチェックしてください。
・ぺージ上のすべてのオブジェクトを選択してください。
　　上段のオブジェクトはリンク配置された画像であること、他はテキストオブジェクトで文字
揃えが異なっていることを覚えておいてください。取り込み画像の位置およびサイズはこの枠
の大きさと文字揃えによって決まります。詳しくは後記「●テキストオブジェクトに取り込む
場合の準備」をご覧ください。

・パレットの開始レコード番号を１にしリストから第１フィールドの「トマト」を選択し、「セッ
ト」ボタンをクリックしてください。（Windowsの場合は拡張子が付いています。）

　「セット」ボタンをクリックするかわりにリスト行をダブルクリックしても結構です。
　　このように２つ以上のオブジェクトに同時に割り当てデータを指定することもできます。
　　また、割り当てオブジェクトが配置画像の場合にはタグは表示されません。しかしパレット
の「割り当て番号」欄には「1」と表示されます。

　　以上で取り込み準備が整いました。
・ページ上の全てのオブジェクトを選択状態のままにしておいてください。
・テキストオブジェクトだけの例と同様に「選択範囲」ボタンをクリックしてください。「単位サ
イズ ...」に入力されます。

・「余白サイズ ...H」は「40 mm」、「V」を「0 mm」にしてください。
・「整列個数　...H」を「2」、「V」を「1」にしてください。その下の整列の取り込み順を決める
「順序」は左端を選んでください。
・「アウトライン表示」をチェックしてください。このはたらきもテキストオブジェクトだけの例
で説明しました。

・パレットの開始レコード番号を１にしてください。
・パレットの「1ページ分取込」ボタンをクリックしてください。
・左列にはバナナの画像が、右列にはトマトの画像が取り込まれているはずです。
　　もし、そうでなければ割り当てが正しくないか、もとの「画像 .ai」ファイル内容、または
「画像例」フォルダの構成が変更されている可能性があります。疑わしい場合にはディスクから
再度「画像例」フォルダをコピーし、初めからやり直してください。
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　　ここで、画像データの取り込み方をまとめておきます。

　　外部の画像データを取り込む方法には、大きく分けてつぎの２通りがあります。

　（１）配置画像そのものをテンプレートとして、それにデータベースのフィールドに記述された
ファイル名の画像を取り込む。

　（２）テキストオブジェクトをテンプレートとして、それにデータベースのフィールドに記述さ
れたファイル名またはフォルダパス名の画像を取り込む。

●（１）配置画像に取り込む場合の準備

　【Illustrator書類上に用意しておくもの】

　　EPS画像を取り込む場合は EPS画像を、ラスター画像（TIFFなど）を取り込む場合はラス
ター画像をリンク形式で配置しておきます。ラスター画像に EPS画像を取り込むべく割り当て
を行っても実行時には何も取り込まれません。（逆も同様）また、リンク形式で配置した画像に
対してしか取り込むことができません。なおこの場合、スケール、回転、シアーなどの変形は
元画像のそれらに従います。

　【取込画像を用意しておく場所とデータベースのフィールドの記述内容】

　　取り込み画像はテンプレートの画像と同じフォルダに置く。
　　データベースには割り当て予定のフィールド欄に取り込み画像のファイル名（Windowsでは
拡張子を含む）を書き込んでおく。

●（２）テキストオブジェクトに取り込む場合の準備

　【Illustrator書類上に用意しておくもの】

　　テキストオブジェクトで「=図」（先頭の「=」（イコール）は半角文字に限る）または
「=image」（すべて半角だが大文字小文字またはその混在は可）としておきます。これ以外の文
字は（改行やスペースなども）絶対含めないでください。

　　この場合の画像サイズは、　パスを持たないテキストの場合はテキストの原点位置に画像左上
端を合わせ、サイズは元画像の 100%です。

　　一方、長方形パス内の文字として指定すると、そのテキストオブジェクトの文字揃えが「最
終行も両端揃え」以外の場合は文字枠長方形の短辺に合わせて拡大または縮小されます。

　　テキストオブジェクトの文字揃えと画像の位置の関係は次の通りになります。

　「左揃え」．．．文字枠が横長の場合は左端、縦長の場合は上端に揃える。
　「中央揃え」．．．文字枠が横長の場合は左右の中心、縦長の場合は上下の中心に揃える。
　「右揃え」．．．文字枠が横長の場合は右端、縦長の場合は下端に揃える。
　「最終行も両端揃え」．．．文字枠いっぱいに拡大または縮小。

　*前ページ図参照
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　【取込画像を用意しておく場所とデータベースのフィールドの記述内容】

　［方法１］
　　取り込み画像はデータベースファイルと同じフォルダに置く。
　　この場合もデータベースには割り当て予定のフィールド欄にファイル名を書き込んでおく。

　［方法２］
　　取り込み画像は任意のフォルダに置く。
　　この場合はデータベースには割り当て予定のフィールドにファイルの場所を示すフォルダパ
ス付けたファイル名を書き込んでおく。

　　ここでフォルダパスとは、Macintoshではディスクから画像のあるフォルダまでの経路を「:」
で区切って連結した文字列です。WINDOWSでは「ドライブ名:¥」に続けて画像のあるフォル
ダ（ディレクトリ）までの経路を「¥」で区切って連結した文字列です。

　　フォルダパス付けたファイル名とは次のようなものです。

　（Macintoshのパスの例）

Macintosh HD:チラシ:チラシ画像:バナナ

　　意味：画像ファイル「バナナ」は「Macintosh HD」ディスクの「チラシ」フォルダ中の「チ
ラシ画像」フォルダにある。

　（WINDOWSのパスの例）

c:¥User¥チラシ¥チラシ画像¥トマト .EPS

　　意味：画像ファイル「トマト」は「c」ドライブの「User」フォルダ中の「チラシ」フォルダ
の「チラシ画像」フォルダにある。

　　以上のうち（１）の方法が最も直感的です。この方法だけが拡大縮小以外の変形にも対応で
きます。

　　（２）は画像枠を指定する必要がある場合に利用します。このうち［方法１］はフォルダパス
の指定が不要なので割り当てレコードのフィールドに画像ファイルの名称を記述しておくだけ
（ただしWindowsの場合は拡張子は必要）ですから取り扱いが楽です。先ほど「トマト」や
「バナナ」だけで取り込んだのはこの例です。各画像「トマト」や「バナナ」とデータベース
「画像データ .txt」が同じ「画像例」フォルダの中にありますので確認してみてください。
　　一方、データベースファイルと画像ファイルを別のフォルダに置いて管理したい場合は、
（２）の［方法２］を使います。この場合は割り当てレコードのフィールドにフォルダパスを含
めたファイル名を記述しておく必要があります。

　　*ディスク先頭からファイルの場所を示す文字列は普通は絶対パスまたは単にパスまたはパス
名と呼びますが Illustratorのパスと混同しますのでここではフォルダパスとしました。
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●バーコードデータの変換例（「バーコードROBO 3」でのみ可能）

　　ここの例を試す前に必ず先のテキストオブジェクトだけの使用例をよく読んで試しておいて
ください。

・「バーコード例」フォルダにある Illusratorファイル「バーコード整列 .ai」を開いてください。
　　ここではテキスト「品名」と「バーコードROBO 3」で作成したバーコードの２つのオブ
ジェクトがあります。この各オブジェクトを外部のテキスト形式のデータベースの文字列で置
換または変換をしてみます。

・「ウインドウ」メニューから「レコード順次取り込み」を選んでください。
　　もし「レコード順次取り込み」メニューにチェックマークがついていればパレットはすでに
画面のどこかに現れているはずです。

・パレットの「取込ファイルの指定」ボタンをクリックしください。
・ダイアログが現れたら「バーコード例」フォルダにあるの「JAN13データ .txt」を開いてくだ
さい。

・パレットの区切り指定を「タブ区切り」にしてください。
　　パレット中央のリストにテキストデータが表示されます。
・「タグ表示」をチェックしてください。
・ぺージ上の「品名」を選択してください。
・パレットのレコード番号を１にしリストから第１フィールドをダブルクリックしてください。
・バーコードのグループ全体を選択し第２フィールドをダブルクリックしてください。
・ページ上のオブジェクトを２つとも選択してください。
・テキストオブジェクトだけの例と同様に「選択範囲」ボタンをクリックしてください。「単位サ
イズ ...」に入力されます。

・「余白サイズ ...」はどちらも「25 mm」にしてください。
・「整列個数　...H」を「3」、「V」を「3」にしてください。その下の整列時の取り込み順を決める
「順序」は左端のボタンを選んでください。
・「アウトライン表示」をチェックしてください。このはたらきもテキストオブジェクトだけの例
で説明しました。

・パレットの開始レコード番号を１にしてください。
・パレットの「1ページ取込」ボタンをクリックしてください。
・第２フィールドのバーコード文字列は JAN13のバーコードシンボルに変換され３×３組整列し
たはずです。

　　このときのバーコードの設定はテンプレートのバーコードのものに従います。
　
　　ここでデータベース・フィールドのバーコードデータの記述方法を説明します。
　　バーコードデータとして有効なものは、テンプレートとなるバーコードを作成したときの各
バーコードパレットの設定のもとでコード入力欄に対し有効なものです。たとえばNW7の場合
で述べると、テンプレートのバーコードを作成する際にスタートコードやストップコードを
コード内に含めず、省略指定して作成したにもかかわらず取込コードデータの中にスタート
コードやストップコードを含めてあると正しく変換されませんので注意してください。

　　ところでこれを確認する方法があります。書類上のバーコードを選択し、そのバーコードの
パレットを表示して「照合」ボタンをクリックしてください。すると、書類上のバーコードが
作成されたときの設定がパレットにセットされます。

　　また、コード入力欄が２つ以上ある場合にはこれらのコード文字列を半角の「&」（アンパサ
ンド）で連結しておきます。
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　　例えば JAN13「490123456789」において５桁のアドオンコード「12345」を付加したい場合
には次のようにデータベースのフィールドに記述しておきます。

490123456789&12345

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば割り当て、
取り込み、照合などが正しくできなくなり
ます。
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●テキスト自動調整を併用した例

　　この例を試す前に「テキスト自動調整」の章をよくお読みください。

・「テキスト自動調整取込例」フォルダにある Illusratorファイル「調整整列 .ai」を開いてくださ
い。

　　ここでは「石川産」「ブロッコリ」「1株」「150円」のテキストオブジェクトへ外部のテキス
ト形式のデータベースの文字列を取り込み、１ページ当たり２×３個のレコードを取り込んで
みます。

・「ウインドウ」メニューから「レコード順次取り込み」を選んでパレットを表示してください。
・同じく「ウインドウ」メニューから「テキスト自動調整」を選んでパレットを表示してくださ
い。

・「テキスト自動調整」パレットの「フィールド割当 /取込時に適用」を「ON」にしておいてく
ださい。

・「取込ファイルの指定」ボタンをクリックして「テキスト自動調整取込例」フォルダにあるデー
タファイル「テキスト自動調整データ .txt」を開いてください。

・Illusrator書類上の「石川産」を選択状態にしてください。
・「テキスト自動調整」パレットの「インパス・テキスト」を「水平方向変形による」を選び「あ
ふれた場合のみ処理」を「ON」にしてください。

・「レコード順次取り込み」パレットのフィールドリストの第１レコードを選択し「セット」ボタ
ンをクリックしてください。「割り当てタグ」は「1h」（hは小文字）になります。

・書類上の「ブロッコリ」を選択状態にしてください。
・「テキスト自動調整」パレットの「オンパス・テキスト」を「フォントサイズによる」を選び
「あふれた場合のみ処理」を「OFF」にしてください。
・「レコード順次取り込み」パレットのフィールドリストの第２レコードを選択し「セット」ボタ
ンをクリックしてください。「割り当てタグ」は「2S」（Sは大文字）になります。

・書類上の「1株」を選択状態にしてください。
・「テキスト自動調整」パレットの「インパス・テキスト」を「水平方向変形による」を選び「あ
ふれた場合のみ処理」を「ON」にしてください。

・「レコード順次取り込み」パレットのフィールドリストの第３レコードを選択し「セット」ボタ
ンをクリックしてください。「割り当てタグ」は「3h」（hは小文字）になります。

・書類上の「150円」を選択状態にしてください。
・「テキスト自動調整」パレットの「インパス・テキスト」を「水平方向変形による」を選び「あ
ふれた場合のみ処理」を「OFF」にしてください。

・「レコード順次取り込み」パレットのフィールドリストの第４レコードを選択し「セット」ボタ
ンをクリックしてください。「割り当てタグ」は「4H」（Hは大文字）になります。

・書類上のオブジェクトのタグもそれぞれ「1h_」「2S_」「3h_」「4H_」をなっていることを確認
してください。

・ページ上の全てのオブジェクトを選択状態にしてください。
・「選択範囲」ボタンをクリックしてください。「単位サイズ ...」に入力されます。このはたらき
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はテキストオブジェクトだけの例で説明しました。
・「余白サイズ ...H」、「V」とも「15 mm」にしてください。
・「整列個数　...H」を「2」、「V」を「3」にしてください。その下の整列の取り込み順を決める
「順序」は左端を選んでください。
・「アウトライン表示」をチェックしてください。このはたらきもテキストオブジェクトだけの例
で説明しました。

・パレットの開始レコード番号を１にしてください。
・「バッチ処理」ボタンをクリックし、確認後「OK」ボタンをクリックしてください。
・しばらくするとテンプレートファイル「調整整列 .ai」と同一フォルダ「テキスト自動調整取込
例」内に「#0001調整整列 .ai」と「#0002調整整列 .ai」が生成されます。

　この場合のバッチ処理はテキスト自動調整を行わない場合に比べ処理に時間がかかります。

・ここでテキスト自動調整を割り当て時に指定した場合のタグの意味について簡単に説明します。
　初めの数値はフィールド番号です。
　フィールド番号の次に並ぶ１文字のアルファベットについて

「h」..... 水平方向変形による あふれた場合のみ処理
「H」..... 水平方向変形による あふれない場合も処理
「v」..... 垂直方向変形と行送りによる * あふれた場合のみ処理
「V」..... 垂直方向変形と行送りによる * あふれない場合も処理
「s」..... フォントサイズ（と行送り）による * あふれた場合のみ処理
「S」..... フォントサイズ（と行送り）による * あふれない場合も処理

*インパス・テキストの場合には行送りを伴いますが、この場合にはこれらのアルファベッ
トの後に「行送り(%)」値が付きます。（「v200」や「S150」など）

　　各レコード取り込み時にテキスト自動調整も割り当て
るには、必ず「テキスト自動調整」パレットを表示し、
チェックボックス「フィールド割当 /取込時に適用」を
「ON」の状態にしておかなければなりません。一方、テ
ンプレートにテキスト自動調整を割り当てていても実行
時に「テキスト自動調整」パレットの「フィールド割当 /
取込時に適用」がOFFならテキスト自動調整はおこなわ
れません。



●パレットの設定項目について

　割り当てに関する設定と各取込ボタンについては先の使用例をご覧ください。

「プリセットメニューについ
て」の章を参照。�

これをドラッグすることに
よレコード・リスト部とファ
イル履歴ポップアップが拡
大表示される。�

ON のときには水平垂直
分の整列アウトラインをガ
イドで表示。�

単位サイズ、余白サイズ、
整列個数から決まります。
逆に合計サイズを増加（減
少）させると余白サイズ
が減少（増加）します。
これは「アウトライン表示」
をしているときのアウトラ
イン全体を囲む最小長方
形の H（水平）とV（垂
直）サイズを表す。�

データベースのレコード間
を移動するためのボタン。
左から、「先頭」「前」「次」
「最終」を表す。�

現在指定されている取込
ファイルのどれかのレコー
ドがフィールド順に表示さ
れる。表示領域を広げる
にはパレット右下のリサイ
ズボックスをドラッグする。�

整列複製する単位ブロックのH（水平）とV（垂直）サイズを
指定。そのブロックを選択状態にして「選択範囲」ボタンをク
リックすると自動的に入力されます。�

整列ブロックどうしの隙間
を指定。Hは左右の、V
は上下のブロック間。�

取込複製ブロックのH（水
平）とV（垂直）方向の
整列個数を指定。�

整列の順序を指定。左の
ボタンからそれぞれ、水
平左、垂直左、水平右、
垂直右から順に埋めてい
くことを意味する。�

何番目のレコードから取り
込むかを指定。�

テキスト形式のデータベー
スファイルを指定。右隣り
のポップアップにより「タ
ブ区切り」か「コンマ区
切り」を指定。�

取込ファイルの履歴が最
大 16ファイルまでパス名
で表示される。最近使用
したファイルはこのポップ
アップから選択すると能率
的。�
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　　プリセットメニューとはパレットの右上にある右向き三角形アイコンのポップアップメ
ニューのことです。

　　パレットの設定に名前をつけて保存し、その名前をこのポップアップメニューのメニュー項
目として追加することができます。そして次からはそのメニュー項目を選択するだけで保存し

ておいた設定（プリセット）をパレットに読み込むことができます。
　　メニュー項目の「定義パレットを表示」を選ぶとプリセット定義用の下図のようなパレット
が現れます。

　　では、このパレットでプリセットメニューの登録、変更、削除について説明します。

（新規に登録するには）

　　現在の設定に名前を付けてメニュー化するに
は、リスト下部の新規アイコン（Illustratorのパ
レットと同じです）をクリックします。

　　名前を入力するダイアログウィンドウが現れま
すので適当な名前を付けてＯＫボタンを押してく
ださい。

　　これで現在の設定がプリセットメニューとして
登録されます。

（登録内容を変更するには）

　　変更するリスト行をMacintoshでは「Option
キー＋クリック」、Windowsでは「Altキー＋ク
リック」してください。

　　名称を変更するダイアログウィンドウが現れま
すので必要なら改名してＯＫボタンを押してくだ
さい。

　　現在の設定とその名称が登録されます。
　　メニュー項目名だけ変えたい場合はあらかじめ

新規登録ボタン�

登録削除ボタン�

プリセットメニューについて
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そのプリセット内容（設定）を読み込んでおく必要があります。
　　リスト行をダブルクリックするとそのプリセット内容（設定）を読み込みます。

（登録を削除するには）

　　削除する設定の名称のリスト行を１回クリックして反転してください。（リストの選択状態）
　　Mactintoshではコマンドキーを、WindowsではCtrlキー押しながら複数選択したり、シフト
キーを押しながら連続選択したりできます。

　　リスト下部の削除アイコン（Illustratorのパレットと同じです）をクリックします。
　　確認ダイアログウィンドウが現れますのでよければＯＫボタンを押してください。
　　これでその名称の設定がメニュー項目とともにプリセットメニューから削除されます。

　　プリセット定義パレットを隠すにはプリセット・ポップアップメニューから「定義パレット
を隠す」を選ぶかパレットのクローズボックスをクリックしてください。

　　なお、このパレットを出したままにしておくと、リスト行のダブルクリックで設定が読み込
まれます。（ポップアップメニューを選択するのと等価）ただし、他のパレットからプリセット
定義パレットを開こうとしたときに、混乱を防ぐために現在開いているプリセット定義パレッ
トは強制的に閉じられます。
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組版ROBO・レコード一括取り込み

●何ができるか？

　　複雑な表組やチラシ広告のようなページ全体に不規則な割り付けをおこなう場合にデータの
取り込みを自動化します。画像を取り込んだり、「バーコードROBO 3」を併用すればバーコー
ドデータをシンボル変換することも可能です。

●どう動作するか？

　 たとえば、チラシ広告の場合なら既存の製作物の個々オブジェクトにデータベースの何レ
コード目の何フィールド目を取り込むかを割り当てておくと、指定のデータでテンプレート内
容を置き換えます。

1

1 2 3 4

石川産� ブロッコ 1株�

1本�

150円� ...

...

...

...

...

...

...

...

...

熊本産� うなぎ蒲焼� 780円�

石川産� 桃太郎トマ 1個� 100円�

群馬産� キャベツ� 1玉� 198円�

香川産� 玉ねぎ� 1ネット� 150円�

アメリカ産�チェリー� 100g 88円�

... ... ... ...

... ... ... ...

北海道産� グリーンア 1束� 98円�

5

...

...

...

2

3

4

5

6

7

...

...
取り込みデータの表計算シート上でのイメージ�

アメリカ産�

牛肩ロース�
100g

128円�
国産� うなぎ蒲焼�
1本�

1,000円�
鹿児島産�

豚肉ロース�
100g 100円�

1,000円�

石川産�

ブロッコリー�
1株�

150円�
熊本産�うなぎ蒲焼�
1本�

780円�780円�
アメリカ産�

チェリー�
100g 88円�



29

●特徴

・オブジェクトに対する取り込みデータの割り当てや変更がライブでできる。
・割り当て作業はオブジェクトを選択してデータベース・フィールドのリストをダブルクリック
するだけ。その際、どのオブジェクトにどのデータを割り当てたかの目視用のタグを付けるこ
ともできる。

・一度開いたデータベース・ファイルは履歴メニューとして残るので次回オープンが楽。
・EPS画像だけでなくラスター画像の置換／変換配置も可能。また、画像の置換は基本変形（回
転やシアーなど）を受け継ぐ

・「バーコードROBO 3」を併用すればバーコードデータのシンボル変換も可能。
・MactintoshかWindowsで作成されたテキストデータを互いに無変換でも取り込み可能。
・「テキスト自動調整」機能の併用可能。

●取り込みデータの最大値

・１ファイルあたりの最大レコード数： 32767
・１レコードあたりの最大フィールド数： 1024
・１フィールドあたりの最大文字数：　半角換算で 5460文字、全角換算で 2730文字 *
　*データベースソフトでこれ以下の制限がある場合もありますが、普通のテキスト編集ソフトで
は可能な文字数です。

　　これらを表計算シート上のイメージであらわすと次の様になります。

1

1 2 3 ...

石川産� ブロッコ 1株� ... ...

...

...

...

...

...

...

...

...

熊本産� うなぎ蒲焼�1本� ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

全角2730文字�半角5460文字�... ...

...

...

...

...

...

...

...

...

...

...

1024

2

3

4

5

6

...

...

32767
表計算シート上のイメージ�



30

●テキストオブジェクトだけの使用例

　　前章「レコード順次取り込み」は整列専用ではありませんのであわせて読んでおいてくださ
い。特に「●整列しない使用例」は必ず試しておいてください。

・「チラシ例」フォルダにある Illusratorファイル「チラシ .ai」を開いてください。
　　ここでは「産地」「品名」「摘要」「数量」「価格」のテキストオブジェクトを 1組として 14の
ブロックが割り付けられています。この各テキストオブジェクトの文字列を外部のテキスト形
式のデータベースの文字列で置き換えてみます。

・「ウインドウ」メニューから「レコード一括
取り込み」を選んでください。

　図のようなパレットが現れます。
・パレットの「取込ファイルの指定」ボタンを
クリックしてください。

・ダイアログが現れたら「チラシ例」フォルダ
にあるの「チラシデータ .txt」を開いてくだ
さい。

・パレットの区切り指定を「タブ区切り」にし
てください。

　　「チラシデータ .txt」はテキスト形式のデー
タベースファイルです。

　*ここで利用できるデータベース・ファイル
の一般的な構成については「レコード順次取
り込み」の章の最後にある「●利用可能な
データベースファイルについて」をご覧くだ
さい。

・右下図のようにパレット中央のリストにテキ
ストデータが表示されます。リスト左端の数
字「3:」などは表示レコードのフィールド番
号です。

・さて、この個々データを取り込む前にどのオ
ブジェクトにどのデータを取り込むかを指定
しておかなければなりません。これを「割り
当て」と呼ぶことにします。

・「タグ表示」をチェックしてください。
・チラシ上の左上のブロックにある「産地」を
一つ選択してください。

・パレットのレコード番号を１にしリストから
第１フィールドの「アメリカ産」を選択し、
「セット」ボタンをクリックしてください。
　「セット」ボタンをクリックするかわりにリ
スト行をダブルクリックしても結構です。

　　これで、左上ブロックの「産地」に「チラ
シデータ .txt 」の第１レコードの第１フィー



31

ルドが割り当てられました。
　　「産地」が「1-1_産地」に変わっているはずです。ここではこの「1-1_」をタグ（札）と呼
びます。また「割り当てタグ」欄に「1-1」と表示されているはずです。

・次に同じブロックの「品名」を選択してください。
・第２フィールドの「牛肩ロース」をダブルクリックしてください。
　　左上ブロックの「品名」に「チラシデータ .txt 」の第１レコードの第２フィールドが割り当
てられました。

　　「品名」が「1-2_品名」に変わっているはずです。また「割り当てタグ」欄に「1-2」と表示
されているはずです。

・同様にして「摘要」に第１レコードの第３フィールドを、「数量」に第１レコードの第４フィー
ルドを、「価格」に第１レコードの第５フィールドを割り当ててください。

　　これで左上ブロックの割り当てが完了しました。
・今度は「レコード番号」を３にし、上と同様にページ左下ブロックの割り当てを行ってくださ
い。

・すべてのブロックでこれらの作業を終えたものが「チラシ例」フォルダにあるファイル「チラ
シ割当ずみ .ai」です。このファイルを開いてください。

・ページ上のすべてのオブジェクトを選択状態にしてください。
・パレットの「実行」ボタンをクリックしてください。
・割り当てデータがすべてページ上に流し込まれます。

・ここで、一度ページ上のオブジェクトの選択をすべて解除し、左下のブロックの「豚肉ロース」
だけを選択してみてください。

・その状態でパレットをご覧ください。リストは第３レコードの第２フィールドが選択状態に
なっているでしょう。「割り当てタグ」欄には「3-2」と表示されているはずです。　他のオブ

品名�

3-2_品名�

第３レコードの第２フィールドを割り当てた例�

ダブルクリックまた
はセットボタン�
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ジェクトでも試してみてください。個々のオブジェクトは、それぞれ割り当てられたフィール
ドを覚えています。

　　つまり、「一括取込」ボタンを押す前に個々のオブジェクトに付いていたタグ「3-2_」などは
単なる目印に過ぎないのです。また、取り込み実行後も各オブジェクトの割り当てはそのまま
残ります。

　　したがって、この

　タグ部分を打ち変えても割り当ては変更できません。

　　ところでタグが消えてしまうと一目で割り当て状況が掴めませんが、この

　タグは簡単に表示したり消したりできます。

　　それを試してみます。

・ページ上の一部または全てのオブジェクトを選択してください。
・パレットの「タグ表示」をチェックしてあることを確認し「照合」ボタンをクリックしてくだ
さい。

　　選択したオブジェクトにタグが付けられます。
・オブジェクトの選択状態をそのままに、今度は「タグ表示」のチェックをはずしてください。
　　選択中のオブジェクトのタグが消えます。
　　繰り返しますが、これらの操作は「割り当て」そのものに影響しません。
　　割り当てを解除するには対象オブジェクトを選択し「リセット」ボタンをクリックします。

　　これは非常に大切なことを意味しています。すなわち、

　取り込み完了後のページそのものに別のデータで上書き
ができるということです。

　　言い換えると、当プラグインはオブジェクト中に特別な文字を埋め込んだようなテンプレー
トを必要としないわけです。

　　したがって、今までのチラシなどの製作物に取り込みデータの割り当てを行い、このときは
確認のためのタグを付けていても、割り当てがすんだら全選択し「タグ表示」のチェックをは
ずせば元通りの製作物になります。（あるいは「タグ表示」のチェックをはずしておいて全選択
し後「照合」ボタンをクリックしても同じ）

　　もちろん、割り当て時にあらかじめ「タグ表示」のチェックをはずしてあれば初めからタグ
は付きません。この時の割り当て確認は個々のオブジェクトを選択してパレットを見るか、対
象を選択後、「タグ表示」をONにするか、ONの状態なら「照合」ボタンをクリックします。
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●画像の取り込み例

　　ここの例を試す前に必ず先のテキストオブジェクトだけの使用例をよく読んで試しておいて
ください。

・「画像例」フォルダにある Illusratorファイル「画像 .ai」を開いてください。
　　ここでは「バナナ」の画像が２つリンク配置され、「=図」または「=image」の文字列の入っ
た矩形テキストオブジェクトが５つあります。この各オブジェクトを外部のテキスト形式の
データベースの文字列（ファイル名）の画像で置き換えてみます。

・「ウインドウ」メニューから「レコード一括取り込み」を選んでください。
　　もし「レコード一括取り込み」メニューにチェックマークがついていればパレットはすでに
画面のどこかに現れているはずです。

・パレットの「取込ファイルの指定」ボタンをクリックしください。
・ダイアログが現れたら「画像例」フォルダにあるの「画像データ .txt」を開いてください。
・パレットの区切り指定を「タブ区切り」にしてください。
　　パレット中央のリストにテキストデータが表示されます。
・「タグ表示」をチェックしてください。
・ぺージ上段にある配置画像を２つとも選択してください。
・パレットのレコード番号を１にしリストから第１フィールドの「トマト」を選択し、「セット」
ボタンをクリックしてください。（Windowsの場合は拡張子が付いています。）

　「セット」ボタンをクリックするかわりにリスト行をダブルクリックしても結構です。
　　このように２つ以上のオブジェクトに同時に割り当てデータを指定することもできます。
　　また、割り当てオブジェクトが配置画像の場合にはタグは表示されません。しかしパレット
の「割り当てタグ」欄には「1-1」と表示されます。

・次にページ上のバナナの画像以外の残りのテキストオブジェクトを５つとも選択状態にしてく
ださい。

・パレットのレコード番号を２にしリストから第１フィールドの「バナナ」の行をダブルクリッ
クして割り当てをおこなってください。（Windowsの場合は拡張子が付いています。）

　　テキストすべてに「2-1_」のタグがついたはずです。
　　ここで、５つのテキストオブジェクトの文字揃えが異なっていることを覚えておいてくださ
い。取り込み画像の位置およびサイズはこの枠の大きさと文字揃えによって決まります。詳し
くは後記「●テキストオブジェクトに取り込む場合の準備」をご覧ください。

　　以上で取り込み準備が整いました。
・ページ上の全てのオブジェクトを選択状態にしてください。
・パレットの「一括取込」ボタンをクリックしてください。
・バナナの画像部分にはトマトの画像が、テキストの部分にはバナナの画像が取り込まれている
はずです。

　　もし、そうでなければ割り当てが正しくないか、もとの「画像 .ai」ファイル内容、または
「画像例」フォルダの構成が変更されている可能性があります。疑わしい場合にはディスクから
再度「画像例」フォルダをコピーし、初めからやり直してください。
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　　ここで、画像データの取り込み方をまとめておきます。

　　外部の画像データを取り込む方法には、大きく分けてつぎの２通りがあります。

　（１）配置画像そのものをテンプレートとして、それにデータベースのフィールドに記述された
ファイル名の画像を取り込む。

　（２）テキストオブジェクトをテンプレートとして、それにデータベースのフィールドに記述さ
れたファイル名またはフォルダパス名の画像を取り込む。

●（１）配置画像に取り込む場合の準備

　【Illustrator書類上に用意しておくもの】

　　EPS画像を取り込む場合は EPS画像を、ラスター画像（TIFFなど）を取り込む場合はラス
ター画像をリンク形式で配置しておきます。ラスター画像に EPS画像を取り込むべく割り当て
を行っても実行時には何も取り込まれません。（逆も同様）また、リンク形式で配置した画像に
対してしか取り込むことができません。なおこの場合、スケール、回転、シアーなどの変形は
元画像のそれらに従います。

　【取込画像を用意しておく場所とデータベースのフィールドの記述内容】

　　取り込み画像はテンプレートの画像と同じフォルダに置く。
　　データベースには割り当て予定のフィールド欄に取り込み画像のファイル名（Windowsでは
拡張子を含む）を書き込んでおく。

●（２）テキストオブジェクトに取り込む場合の準備

　【Illustrator書類上に用意しておくもの】

　　テキストオブジェクトで「=図」（先頭の「=」（イコール）は半角文字に限る）または
「=image」（すべて半角だが大文字小文字またはその混在は可）としておきます。これ以外の文
字は（改行やスペースなども）絶対含めないでください。

　　この場合の画像サイズは、　パスを持たないテキストの場合はテキストの原点位置に画像左上
端を合わせ、サイズは元画像の 100%です。

　　一方、長方形パス内の文字として指定すると、そのテキストオブジェクトの文字揃えが「最
終行も両端揃え」以外の場合は文字枠長方形の短辺に合わせて拡大または縮小されます。

　　テキストオブジェクトの文字揃えと画像の位置の関係は次の通りになります。

　「左揃え」．．．文字枠が横長の場合は左端、縦長の場合は上端に揃える。
　「中央揃え」．．．文字枠が横長の場合は左右の中心、縦長の場合は上下の中心に揃える。
　「右揃え」．．．文字枠が横長の場合は右端、縦長の場合は下端に揃える。
　「最終行も両端揃え」．．．文字枠いっぱいに拡大または縮小。

　*前ページ図参照
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　【取込画像を用意しておく場所とデータベースのフィールドの記述内容】

　［方法１］
　　取り込み画像はデータベースファイルと同じフォルダに置く。
　　この場合もデータベースには割り当て予定のフィールド欄にファイル名を書き込んでおく。

　［方法２］
　　取り込み画像は任意のフォルダに置く。
　　この場合はデータベースには割り当て予定のフィールドにファイルの場所を示すフォルダパ
ス付けたファイル名を書き込んでおく。

　　ここでフォルダパスとは、Macintoshではディスクから画像のあるフォルダまでの経路を「:」
で区切って連結した文字列です。WINDOWSでは「ドライブ名:¥」に続けて画像のあるフォル
ダ（ディレクトリ）までの経路を「¥」で区切って連結した文字列です。

　　フォルダパス付けたファイル名とは次のようなものです。

　（Macintoshのパスの例）

Macintosh HD:チラシ:チラシ画像:バナナ

　　意味：画像ファイル「バナナ」は「Macintosh HD」ディスクの「チラシ」フォルダ中の「チ
ラシ画像」フォルダにある。

　（WINDOWSのパスの例）

c:¥User¥チラシ¥チラシ画像¥トマト .EPS

　　意味：画像ファイル「トマト」は「c」ドライブの「User」フォルダ中の「チラシ」フォルダ
の「チラシ画像」フォルダにある。

　　以上のうち（１）の方法が最も直感的です。この方法だけが拡大縮小以外の変形にも対応で
きます。

　　（２）は画像枠を指定する必要がある場合に利用します。このうち［方法１］はフォルダパス
の指定が不要なので割り当てレコードのフィールドに画像ファイルの名称を記述しておくだけ
（ただしWindowsの場合は拡張子は必要）ですから取り扱いが楽です。先ほど「トマト」や
「バナナ」だけで取り込んだのはこの例です。各画像「トマト」や「バナナ」とデータベース
「画像データ .txt」が同じ「画像例」フォルダの中にありますので確認してみてください。
　　一方、データベースファイルと画像ファイルを別のフォルダに置いて管理したい場合は、
（２）の［方法２］を使います。この場合は割り当てレコードのフィールドにフォルダパスを含
めたファイル名を記述しておく必要があります。

　　*ディスク先頭からファイルの場所を示す文字列は普通は絶対パスまたは単にパスまたはパス
名と呼びますが Illustratorのパスと混同しますのでここではフォルダパスとしました。
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●バーコードデータの変換について（「バーコードROBO 3」でのみ可能）

　「レコード順次取り込み」の「●バーコードデータの変換」の項を参照してください。
　テンプレートの指定やデータの記述方法は全く同じです。この場合も「バーコードROBO 3」
で作成したバーコード・オブジェクトを選択してデータベース・フィールド（内容はバーコード
データ）のリストをダブルクリックするだけで割り当てができます。

●テキスト自動調製を併用する場合

　「レコード順次取り込み」の章における「●テキスト自動調整を併用した例」に準じます。そち
らの例をご覧ください。



これをドラッグすることに
よレコードリスト部とファイ
ル履歴ポップアップが拡大
表示される。�

データベースのレコード間
を移動するためのボタン。
左から、「先頭」「前」「次」
「最終」を表す。�

現在指定されている取込
ファイルのどれかのレコー
ドがフィールド順で表示さ
れる。表示領域を広げる
にはパレット右下のリサイ
ズボックスをドラッグする。�

リストに表示されるレコー
ド番号。�

テキスト形式のデータベー
スファイルを指定。右隣り
のポップアップにより「タ
ブ区切り」「コンマ区切り」
を指定。�

取込ファイルの履歴が最
大 16ファイルまでパス名
で表示される。最近使用
したファイルはこのポップ
アップから選択すると能率
的。�

●パレットの項目について

　割り当てに関する設定と各取込ボタンについては先の使用例をご覧ください。
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●何ができるか？

　　テキストや画像データの再利用を非常に簡単にします。特に Illustrator上でのテキスト入力作
業を大幅に効率化します。

●どう動作するか？

　 チラシ広告など既存の Illustrator書類上の任意のオブジェクトを選択し、専用パレットへ読
み込んだデータリスト（下図）をダブルクリックするだけでオブジェクト内容をそのデータで
置換または変換ます。もし書類上に選択オブジェクトがなければデータ内容をそのままテキス
トオブジェクトにします。一方、編集中のテキストオブジェクトがあればカーソル位置に（ま
たは反転部分を）データのテキストを挿入（または置換）します。

　　改行区切りもサポートしていますので一般テキストの利用もしやすくなっています。

組版ROBO・レコード逐一取り込み

URL:http://www.onion.xx.jp/sya

URL:http://www.ringo.xx.jp/

ダブルクリック�

URL:http://www.onion.xx.jp/sya

URL:http://www.ichigo.xx.jp/sya

ダブルクリック�

選択時�

編集時�

カーソル�
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●特徴

・オブジェクトに対する取り込みがライブでできる。
・取り込みはパレットのデータ・リストをダブルクリックするだけ。
・編集中のテキストオブジェクトのカーソル位置にも取り込みができる。
・一度開いたデータベース・ファイルは履歴メニューとして残るので次回オープンが楽。
・EPS画像だけでなくラスター画像の置換／変換配置も可能。また、画像の置換は基本変形（回
転やシアーなど）を受け継ぐ

・「バーコードROBO 3」を併用すればバーコードデータのシンボル変換も可能。
・MactintoshかWindowsで作成されたテキストデータを互いに無変換でも取り込み可能。
・一般テキストファイルの利用も考え、タブ、コンマ区切りだけでなく改行区切りでのデータの
リスト表示もサポート。

・「テキスト自動調整」機能の併用可能。

●取り込みデータの最大値

・１ファイルあたりの最大レコード数：　32767
・１レコードあたりの最大フィールド数：　1024
・１フィールドあたりの最大文字数：　半角換算で 5460文字、全角換算で 2730文字 *
　　*データベースソフトでこれ以下の制限がある場合もありますが、普通のテキスト編集ソフト
では可能な文字数です。

　　これらを表計算シート上のイメージであらわすと次の様になります。

1

1 2 3 ...

(株)りんご URL:http://w ソフトウェ ... ...

...

...

...

...

...

...

...

...

(株)ばなな URL:http://w 広告代理店�...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

... ... ... ...

全角2730文字�半角5460文字�... ...

...

...

...

...

...

...

...

...

...

...

1024

2

3

4

5

6

...

...

32767
表計算シート上のイメージ�



41

●テキストオブジェクトだけの使用例

・「チラシ例」フォルダにある Illusratorファイル「チラシ .ai」を開いてください。
　　ここでは「産地」「品名」「摘要」「数量」「価格」のテキストオブジェクトを 1組として 14の
ブロックが割り付けられています。この各テキストオブジェクトの文字列を外部のテキスト形
式のデータベースの文字列で置き換えてみます。

・「ウインドウ」メニューから「レコード逐一取り込み」を選んでください。
　図のようなパレットが現れます。
・パレットの「取込ファイルの指定」ボタンをクリックしてください。
・ダイアログが現れたら「チラシ例」フォルダにあるの「チラシデータ .txt」を開いてください。
・パレットの区切り指定を「タブ区切り」にしてください。
　　「チラシデータ .txt」はテキスト形式のデータベース・ファイルです。

　*ここで利用できるデータベース・ファイルの一般的な構成については「レコード順次取り込
み」の章の最後にある「●利用可能なデータベースファイルについて」をご覧ください。

・右下図のようにパレット中央のリストにテキ
ストデータが表示されます。

　　リスト左端の数字「3:」などは表示レコー
ドのフィールド番号です。

・ページ上の左上のブロックの「産地」を選択
し、パレットのレコード番号を「1」にしリ
ストの第１フィールドをダブルクリックして
ください。

　　「産地」が即座にリストの第１フィールド
の文字列に置換します。

・ページ上の同ブロックの「品名」を選択し、
パレットのリストの第２フィールドをダブル
クリックしてください。

　　「品名」が即座にリストの第２フィールド
の文字列に置換します。

・別ブロックで異なるレコードでも試してみて
ください。

　　このようにしてチラシ全体を逐一入力して
いくのですが、Illustratorでよく文字入力さ
れる方にはこの手軽さと効率の高さを十分理
解していただけると思います。他のテキスト
ファイルからコピー＆ペーストする場合と比
べてみてください。また「レコード一括取り
込み」のように前もっての割り当て作業の必
要ありません。

　　「どう動作するか？」のところで述べたよ
うに選択テキストの全体置換だけでなく編集
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中にカーソル位置への挿入や反転部分の置換にも対応していますので試してみてください。

　　さて、この「レコード逐一取り込み」機能には他の２つのレイアウト機能にはない区切り方
式があります。他の２つのレイアウト機能の区切り文字は「タブ区切り」と「コンマ区切り」
の２通りでしたが、「レコード逐一取り込み」にはこの２つ以外に「改行区切り」があります。
これは任意のテキストファイルの取り込みを行いやすくするために設けてあります。

・パレットの「取込ファイルの指定」ボタンをクリックしてください。
・ダイアログが現れたら「逐一例」フォルダにあるの「逐一テキスト .txt」を開いてください。
・パレットの区切り指定を「改行区切り」にしてください。
　　するとパレットの表示の一部が変化します。すなわち「レコード番号」ラベルが「ページ番
号」になり、リストの下に「表示行数」という入力欄が現れます。（下図）

　　「表示行数」というのはリストに一度に表示できる最大行数のことです。図では「16」になっ
ています。この行数分はテキストの行数に一致します。なぜなら改行区切りで表示しているか
らです。この行数分を１ページと呼ぶことにします。

　　次の１６行分は第２ページとなります。「ページ番号」を「2」にしてみてください。
・「表示行数」を変えても試してください。
　　「逐一テキスト .txt」は適当に改行の入った普通のテキスト形式のファイルです。
・この場合も置換、挿入、新規作成ができます。先程の例のようにいろいろと試してください。
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●画像の取り込み例

　　ここの例を試す前に必ず先のテキストオブジェクトだけの使用例をよく読んで試しておいて
ください。

　　もし「レコード順次取り込み」や「レコード一括取り込み」のおいて画像取り込みの要領が
つかめていれば先の例からの連想で操作可能です。もしそうなら以下の説明を読みとばしてい
ただいて結構です。

・「画像例」フォルダにある Illusratorファイル「画像 .ai」を開いてください。
　　ここでは「バナナ」の画像が２つリンク配置され、「=図」または「=image」の文字列の入っ
た矩形テキストオブジェクトが５つあります。この各オブジェクトを外部のテキスト形式の
データベースの文字列（ファイル名）の画像で置き換えてみます。

・「ウインドウ」メニューから「レコード逐一取り込み」を選んでください。
　　もし「レコード逐一取り込み」メニューにチェックマークがついていればパレットはすでに
画面のどこかに現れているはずです。

・パレットの「取込ファイルの指定」ボタンをクリックしください。
・ダイアログが現れたら「画像例」フォルダにあるの「画像データ .txt」を開いてください。
・パレットの区切り指定を「タブ区切り」にしてください。
　　パレット中央のリストにテキストデータが表示されます。
・ページ上の全オブジェクトを選択してください。上段のオブジェクトはリンク配置された画像
であること、他はテキストオブジェクトで文字揃えが異なっていることを覚えておいてくださ
い。取り込み画像の位置およびサイズはこの枠の大きさと文字揃えによって決まります。

・パレットのレコード番号を「1」にし第１レコードの「トマト」をダブルクリックしてくださ
い。（Windowsの場合は拡張子が付いています。）

　　ページ全体がトマトの画像に置換されたはずです。
　　もし、そうでなければ割り当てが正しくないか、もとの「画像 .ai」ファイル内容、または
「画像例」フォルダの構成が変更されている可能性があります。疑わしい場合にはディスクから
再度「画像例」フォルダをコピーし、初めからやり直してください。
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　　ここで、画像データの取り込み方をまとめておきます。

　　外部の画像データを取り込む方法には、大きく分けてつぎの２通りがあります。

　（１）配置画像そのものをテンプレートとして、それにデータベースのフィールドに記述された
ファイル名の画像を取り込む。

　（２）テキストオブジェクトをテンプレートとして、それにデータベースのフィールドに記述さ
れたファイル名またはフォルダパス名の画像を取り込む。

●（１）配置画像に取り込む場合の準備

　【Illustrator書類上に用意しておくもの】

　　EPS画像を取り込む場合は EPS画像を、ラスター画像（TIFFなど）を取り込む場合はラス
ター画像をリンク形式で配置しておきます。ラスター画像に EPS画像を取り込むべく割り当て
を行っても実行時には何も取り込まれません。（逆も同様）また、リンク形式で配置した画像に
対してしか取り込むことができません。なおこの場合、スケール、回転、シアーなどの変形は
元画像のそれらに従います。

　【取込画像を用意しておく場所とデータベースのフィールドの記述内容】

　　取り込み画像はテンプレートの画像と同じフォルダに置く。
　　データベースには割り当て予定のフィールド欄に取り込み画像のファイル名（Windowsでは
拡張子を含む）を書き込んでおく。

●（２）テキストオブジェクトに取り込む場合の準備

　【Illustrator書類上に用意しておくもの】

　　テキストオブジェクトで「=図」（先頭の「=」（イコール）は半角文字に限る）または
「=image」（すべて半角だが大文字小文字またはその混在は可）としておきます。これ以外の文
字は（改行やスペースなども）絶対含めないでください。

　　この場合の画像サイズは、　パスを持たないテキストの場合はテキストの原点位置に画像左上
端を合わせ、サイズは元画像の 100%です。

　　一方、長方形パス内の文字として指定すると、そのテキストオブジェクトの文字揃えが「最
終行も両端揃え」以外の場合は文字枠長方形の短辺に合わせて拡大または縮小されます。

　　テキストオブジェクトの文字揃えと画像の位置の関係は次の通りになります。

　「左揃え」．．．文字枠が横長の場合は左端、縦長の場合は上端に揃える。
　「中央揃え」．．．文字枠が横長の場合は左右の中心、縦長の場合は上下の中心に揃える。
　「右揃え」．．．文字枠が横長の場合は右端、縦長の場合は下端に揃える。
　「最終行も両端揃え」．．．文字枠いっぱいに拡大または縮小。

　*前ページ図参照
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　【取込画像を用意しておく場所とデータベースのフィールドの記述内容】

　［方法１］
　　取り込み画像はデータベースファイルと同じフォルダに置く。
　　この場合もデータベースには割り当て予定のフィールド欄にファイル名を書き込んでおく。

　［方法２］
　　取り込み画像は任意のフォルダに置く。
　　この場合はデータベースには割り当て予定のフィールドにファイルの場所を示すフォルダパ
ス付けたファイル名を書き込んでおく。

　　ここでフォルダパスとは、Macintoshではディスクから画像のあるフォルダまでの経路を「:」
で区切って連結した文字列です。WINDOWSでは「ドライブ名:¥」に続けて画像のあるフォル
ダ（ディレクトリ）までの経路を「¥」で区切って連結した文字列です。

　　フォルダパス付けたファイル名とは次のようなものです。

　（Macintoshのパスの例）

Macintosh HD:チラシ:チラシ画像:バナナ

　　意味：画像ファイル「バナナ」は「Macintosh HD」ディスクの「チラシ」フォルダ中の「チ
ラシ画像」フォルダにある。

　（WINDOWSのパスの例）

c:¥User¥チラシ¥チラシ画像¥トマト .EPS

　　意味：画像ファイル「トマト」は「c」ドライブの「User」フォルダ中の「チラシ」フォルダ
の「チラシ画像」フォルダにある。

　　以上のうち（１）の方法が最も直感的です。この方法だけが拡大縮小以外の変形にも対応で
きます。

　　（２）は画像枠を指定する必要がある場合に利用します。　このうち［方法１］はフォルダパ
スの指定が不要なので割り当てレコードのフィールドに画像ファイルの名称を記述しておくだ
け（ただしWindowsの場合は拡張子は必要）ですから取り扱いが楽です。先ほど「トマト」や
「バナナ」だけで取り込んだのはこの例です。各画像「トマト」や「バナナ」とデータベース
「画像データ .txt」が同じ「画像例」フォルダの中にありますので確認してみてください。
　　一方、データベースファイルと画像ファイルを別のフォルダに置いて管理したい場合は、
（２）の［方法２］を使います。この場合は割り当てレコードのフィールドにフォルダパスを含
めたファイル名を記述しておく必要があります。

　　*ディスク先頭からファイルの場所を示す文字列は普通は絶対パスまたは単にパスまたはパス
名と呼びますが Illustratorのパスと混同しますのでここではフォルダパスとしました。
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●バーコードデータの変換について（「バーコードROBO 3」でのみ可能）

　「レコード順次取り込み」の「●バーコードデータの変換」の項を参照してください。
　テンプレートの指定やデータの記述方法は全く同じです。この「逐一取り込み」場合は「バー
コードROBO 3」で作成したバーコード・オブジェクトを選択してデータベース・フィールド
（内容はバーコードデータ）のリストをダブルクリックするだけで即時に変換できます。

●テキスト自動調製を併用する場合

　「レコード逐一取り込み」においても「テキスト自動調製」機能を働かすことができます。その
際「テキスト自動調製」パレットの「フィールド割当 /取込時に適用」チェックボックスがON
になっていなければなりません。ただし編集中（カーソル点滅状態）のテキストには適用できま
せん。



●パレットの項目について

これをドラッグすることに
よレコードリスト部とファイ
ル履歴ポップアップが拡大
表示される。�

「改行区切り」の場合だけ表示される。
リストの表示行数を指定。１ページ分の
レコード数。�

データベースのレコード間
を移動するためのボタン。
左から、「先頭」「前」「次」
「最終」を表す。�

現在指定されている取込
ファイルのどれかのレコー
ドがフィールド順で表示さ
れる。表示領域を広げる
にはパレット右下のリサイ
ズボックスをドラッグする。�

リストに表示されるレコー
ド番号。�
�

「改行区切り」の場合だけ
「ページ番号 :」と表示が
変わる。この図の場合１
ページを16レコードと見
なしている。�

テキスト形式のデータベー
スファイルを指定。右隣り
のポップアップにより「タ
ブ区切り」「コンマ区切り」
「改行区切り」を指定。�

取込ファイルの履歴が最
大 16ファイルまでパス名
で表示される。最近使用
したファイルはフォルダを
移動しない限りこのポップ
アップから選択すると能率
的。�

＜改行区切りの場合＞�

＜タブまたはコンマ区切りの場合＞�
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　　当プラグインで利用可能なデータベースのファイル形式は「タブ区切りのテキスト形式」ま
たは「コンマ区切りのテキスト形式」（CSV形式）と呼ばれている汎用性の高いファイル形式
です。

　　これらのファイル形式についてすでに理解されている方も、以下の部分に一通り目を通して
おいてください。

　　この二つのファイル形式はファイルメーカー ProやMicrosoft Excelなどの表計算ソフトウェ
ア なら書き出し／保存形式としてたいてい備えているファイル形式です。書き出し方法はこれ
らの各ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。

　　このようなファイルのサンプルは「データベース例」フォルダの「タブ区切り例 1.txt」と
「コンマ区切り例 1.txt」にあります。それぞれ次のような内容になっています。

石川産 <タブ >ブロッコリー <タブ >1株 <タブ >150円
北海道産 <タブ >グリーンアスパラ <タブ >1束 <タブ >98円
香川産 <タブ >玉ねぎ <タブ >1ネット <タブ >
群馬産 <タブ >キャベツ <タブ >1玉 <タブ >198円
<タブ ><タブ ><タブ >
山梨産 <タブ >デラウエア <タブ ><タブ >480円
アメリカ産チェリー <タブ >100g<タブ >88円
フィリピン産 <タブ >バナナ <タブ >1カット <タブ >150円

"石川産 ","ブロッコリー ","1株 ","150円 "
"北海道産 ","グリーンアスパラ ","1束 ","98円 "
"香川産 ","玉ねぎ ","1ネット ",""
"群馬産 ","キャベツ ","1玉 ","198円 "
"","","",""
"山梨産 ","デラウエア ","","480円 "
"アメリカ産 ","チェリー ","100g","88円 "
"フィリピン産 ","バナナ ","1カット ","150円 "

　　ここで <タブ >の部分には実際にはタブコードがひとつ入っています。（このコードは普通は
不可視なので、ここでは便宜上このように表記しています。）また各行の末尾には改行コードが
ひとつ入っています。テキスト編集ソフト（MacOS付属の SimpleTextやWindows付属のワー
ドパッドなど）で直接このようなデータを作成する場合には <タブ >の部分には Tabキーを１
回挿入、行を改めるには改行キーを１回挿入します。

　　この各行単位のデータのまとまりを「レコード」と呼びます。「石川産 ...150円」を第１レ
コード、「北海道産 ...98円」を第２レコード（以下同様）といいます。そして、各レコードを
構成しているタブまたはコンマで区切られている個々のデータを「フィールド」と呼びます。
第１レコードなら「石川産」を第１フィールド、「ブロッコリー」を第２フィールド（以下同

利用可能なデータベースファイルについて
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様）といいます。
　　ところで、この例では第３レコードの第４フィールドは「空（データがない）」になっていま
す。第５レコードは全フィールドが「空」になっています。また第６レコードの第３フィール
ドが「空」になっています。

　　当プラグインでは次のように第３レコードの末尾のタブやコンマ、および第５レコードのす
べてのタブやコンマを省略したものでも同様な取り込みができます。またコンマ区切り形式の
ダブルクォーツ「”」を省略したものでも同様な取り込みができます。このようなファイルのサ
ンプルは「データベース例」フォルダの「タブ区切り例 2.txt」、「コンマ区切り例 2.txt」、「コン
マ区切り例 3.txt」にあります。

　　これらのファイルを実際に「レコード順次取り込み」パレットなどに読み込んでどのように

石川産 <タブ >ブロッコリー <タブ >1株 <タブ >150円
北海道産 <タブ >グリーンアスパラ <タブ >1束 <タブ >98円
香川産 <タブ >玉ねぎ <タブ >1ネット
群馬産 <タブ >キャベツ <タブ >1玉 <タブ >198円

山梨産 <タブ >デラウエア <タブ ><タブ >480円
アメリカ産チェリー <タブ >100g<タブ >88円
フィリピン産 <タブ >バナナ <タブ >1カット <タブ >150円

石川産 ,ブロッコリー ,1株 ,150円
北海道産 ,グリーンアスパラ ,1束 ,98円
香川産 ,玉ねぎ ,1ネット
群馬産 ,キャベツ ,1玉 ,198円

山梨産 ,デラウエア ,,480円
アメリカ産 ,チェリー ,100g,88円
フィリピン産 ,バナナ ,1カット ,150円

リスト表示されるか試してください。
　　「タブ区切り例 .txt」ファイルを読み込む場合にはパレットの区切り指定を「タブ区切り」に、
「コンマ区切り例 .txt」ファイルを読み込む場合には「コンマ区切り」の指定になっていなけれ
ばなりませんが、あえて逆に指定をするとどう表示されるかも試してみてください。また正し
い区切り指定で「空」のフィールド部分がどう表示されるかも確認してください。

　　当プラグインでは割り当てたフィールド番号の内容が「空」の場合には何も出力しません。
そして「データベース例」フォルダのファイルを取り込んだ結果はすべて同じになります。

　（Windows版での注意）Windows上で直接テキストを作成する場合は、必ずMS-DOSテキスト



51

　ファイルメーカー ProやMicrosoft Excelの
データを利用する場合には、特別の理由がない
限り「タブ区切り」形式で書き出し／保存する
ことをお勧めします。

形式（拡張子「.txt」）で保存してください。例えばMicrosoft ワードパッドなどでMicrosoft
Word形式で保存してもそのまま使用できません。

　　また、Microsoft ExcelでCSV(カンマ区切り)形式で保存したファイルの拡張子は「.CSV」で
すがそのまま使用できます。ただしこの場合は取り込みダイアログのフィルタを「*.*」としな
いとファイルリストには表示されませんのでご注意ください。なお、タブ区切り形式で保存す
れば拡張子は「.txt」となります。

　（Macintosh版での注意）MacOS上で一般のワープロソフトで作成したテキストファイルは
Text形式で保存する必要があります。このときのファイルタイプは「’TEXT’」です。
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組版ROBO・テキスト自動調整

●何ができるか？

　　インパス・テキスト（パスの中のテキスト）やオンパス・テキスト（パスの上のテキスト）
内のテキストがちょうどオブジェクトパス内に収まるように自動調整します。

　　複数のテキストオブジェクトを同時に処理できます。

●どう動作するか？

　 インパス／オンパス・テキストがあふれていたり、空きがある場合（オプションによる）
に、「水平方向変形」、「垂直方向変形と自動行送り」、「垂直方向変形と指定行送り」、「フォント
サイズと自動行送り」、「フォントサイズと指定行送り」のうちのどれかを調整することにより
ジャストフィットさせます。

　　また、この機能をレコード取り込み時に作用させることもできます。

Adobe Ill

アドビ・イラ

Adobe Illus t rator

アドビ・イラストレーター�

Adobe Illus t r a tor

アドビ・イラストレーター�

これはアドビ・イ
ラストレーターの

これはアドビ・イラストレーター
の機能を拡張するものです。�

これはアドビ・イ
ラストレーターの
機能を拡張するも
のです。�

これはアドビ・イラストレー
ターの機能を拡張するも
のです。�

<水平方向変形による>

<水平方向変形による>

<垂直方向変形と自動行送りによる>

<フォントサイズと自動行送りによる>

<フォントサイズによる>
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●単独使用例

・「テキスト自動調整例」フォルダにある Illusratorファイル「自動調整 .ai」を開いてください。
・「ウインドウ」メニューから「テキスト自動調整」を選んでください。
　図のようなパレットが現れます。
・書類の左上にあるテキスト「アドビ・イラ ...」を選択してください。
　　このオブジェクトはテキストの一部が隠れて見えない状態になっていると思います。
・パレットの「インパス・テキスト」を「水平方向変形による」にし「あふれた場合のみ処理」
はOFFにしておいてください。

・「現在の選択テキストに対して実行」ボタンを１度だけクリックしてください。
　　水平方向サイズが変更され、枠内にテキストが収まり「アドビ・イラストレーター」の文字
表示されます。

・次に書類のテキスト「Adobe Ill...」を選択してください。
　　このオブジェクトはテキストの一部が隠れて見
えない状態になっていると思います。

・パレットの「オンパス・テキスト」を「水平方向
変形による」にし「あふれた場合のみ処理」は
OFFにしておいてください。

・「現在の選択テキストに対して実行」ボタンを１度
だけクリックしてください。

　　水平方向サイズが変更され、オブジェクトパス
上にテキストが収まり「Adobe Illustrator」の文字
が表示されます。

・今度は書類のテキスト「これはアドビ・イラスト
レーターの ...」を選択してください。

　　このオブジェクトもテキストの一部が隠れて見
えない状態になっていると思います。

・パレットの「オンパス・テキスト」を「フォント
サイズと自動行送りによる」にし「あふれた場合
のみ処理」はOFFにしておいてください。

・「現在の選択テキストに対して実行」ボタンを１度
だけクリックしてください。

　　フォントサイズと行送り量が変更され、オブジェクトパス上にテキストが収まり「これはア
ドビ・イラストレーターの機能を拡張するものです。」の文字表示されます。

●レコード取り込みとの併用例

　「レコード順次取り込み」の章の「●テキスト自動調整を併用した例」をご覧ください。

（注意）Illustrator標準パレットの「文字」や「段落設定」などの設定内容にも常に注意を払って
ください。すべてこの「テキスト自動調整」に反映されます。特に「詰め」、「組み」、「ぶらさ
がり」、「自動ハイフン」、「禁則処理」は重要です。



●パレットの項目について

（注意）垂直方向変形と行送りによる場合の実際の行送り量はフォントサイズに垂直変形率とここで設
定する行送り率を掛け合わせた量。

インパス・テキストの調整
方法を指定。�

調整方法が「...行送りによる」
場合に設定可能。偏倍効果
を含めたフォントサイズに対
する比率。�

オンパス・テキストの調整
方法を指定。�

テキスト自動調整機能を単
独使用する場合には、イン
パスまたはオンパステキスト
をひとつまたは複数選択し
ておいてこのボタンをクリッ
クする。�「レコード順次 /一括取り込み」機能においてフィー

ルドを割り当てる際に、該当オブジェクトに対して
テキスト自動調整をも指定するかどうかは、その時
これがONかどうかによる。�
　また、取込実行時にもこれがONになっている場
合だけテキスト自動調整を実行する。もちろんこの
ときの調整方法は割り当て時の方法が採られる。�

これがOFFの場合は、テキス
トがあふれていなくても枠いっ
ぱいになるように自動調整を実
行。�
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バーコードROBO・JAN/EAN13

●何ができるか？

　　JAN13（JAN標準）または EAN13のバーコードを作成できます。

●どう動作するか？

　　12桁の指定コードから 13桁目のチェックデジットを自動計算し、対応するバーコードシン
ボルを Illustratorのオブジェクトとして出力します。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）

・２または５桁のアドオンコードをもサポート。
・コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのまま
出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）
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●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「JAN/EAN13」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、Illustratorの｢ウインドウ｣メ
ニューの「バーコードROBO・JAN/EAN13」を選んでください。

・「JAN/EAN13」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に 12桁の数字列が入っていますが、これは JAN13桁コードのうち末尾のチェッ
クデジットを除いた数字列です。13桁目のチェックデジットは自動計算され右隣りの欄に表示
されます。

・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「JAN/EAN13」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バー
コードROBO・JAN/EAN13」を選んでください。

・「JAN/EAN13」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄の数字列の先頭に半角文字で「T」を挿入してください。
・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・「左／右／上／下余白」入力欄をそれぞれ「4」、「4」、「1」、「6」（単位はmm以下同）にします。
・「ベアラバー」をオンにし、その値を「1」にします。
・「文字揃え」を「中央」にします。
　　すると「ガード／センターバー高」入力欄が自動的に「22.86」になります。これはすぐ上の
「データバー高」と同じ値です。
・「文字位置」入力欄を「5」にします。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。
・ここでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

　*コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのま
ま出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）ただし、制御コード、”(、)、[、]、
¥”、および特殊コードを含むシンボルの作成をした場合は、コードのデータだけ「照合」ボタ
ンによるデータの読み込みができません。

（その３）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「その２」での設定で、「シンボル全体の高さ」を「25」mmにしてください。これにともない
パレットのカスタマイズ部の各関連数値が自動的に変化します。

・「作成」ボタンをクリックしてでき具合を確認します。
　　作成したバーコードは削除しておいてください。
・今度はこの設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
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を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。
・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
・そのダイアログの入力欄にここでは「T25HB」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「T25HB」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「T25HB」
という名称でプリセットメニューに追加されました。

・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
を作成します。

　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「T25HB」を選んで作成してみてください。この
例で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「T25HB」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「T25HB」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタンを
クリックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「T25HB」が削除されていることを確認してください。
　書類上にできた２つのバーコードとパレットの設定はそのままにして次の例へ進んでください。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」で T25HBと名付けて作成したバーコードだけを選択状態にして
ください。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」で T25HBと名付けて作成したバーコードが復元します。

　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。



●パレットの設定項目について

チェックデジットの除いた12桁の数字� チェックデジット�

２または５桁のアドオンコード（通常空欄）�

OCR文字の出力制御。
OFF のときはバーの
み作成。�

これを ON にすると、
カスタマイズ用の拡張
パレットに。（次ページ）
�

いわゆるBWR。この設定値分だけ各バー幅が
増減。単位はミクロン（千分の一ミリ）でマイ
ナスで減少。�

左のポップアップメニュー項目には「シンボル
全体の高さ」「ベアラバーを含めない高さ」「バー
のみの高さ」があり、必要に応じてこれらを選
択してからその高さを設定。これにともないカ
スタマイズ部の関連値が増減。（下図参照）�

作成したバーコードオブジェクトを選択状態に
してこのボタンをクリックすると、作成時の設定
をパレットに復元。�

作成実行ボタン。ただしコード入力が不正のと
きは無効。（グレー表示）�

シンボル全体の拡大縮小
率。これにともなって各
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含めない高さ�
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*ベアラバーがないときは「ベアラバーを含めない高さ」は「シンボル全体の高さ」と同じ値�
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バーコードROBO・JAN/EAN8

●何ができるか？

　　JAN8（JAN短縮）または EAN8のバーコードを作成できます。

●どう動作するか？

　　７桁の指定コードから８桁目のチェックデジットを自動計算し、対応するバーコードシンボ
ルを Illustratorのオブジェクトとして出力します。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）

・２または５桁のアドオンコードをもサポート。
・レイアウト機能を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。
・コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのまま
出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）
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●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「JAN/EAN8」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バー
コードROBO・JAN/EAN8」を選んでください。

・「JAN/EAN8」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に７桁の数字列が入っていますが、これは JAN８桁コードのうち末尾のチェック
デジットを除いた数字列です。８桁目のチェックデジットは自動計算され右隣りの欄に表示さ
れます。

・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「JAN/EAN8」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バー
コードROBO・JAN/EAN8」を選んでください。

・「JAN/EAN8」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に半角文字で「4901234」と入力してください。チェックデジット欄は「7」に
なったはずです。（カーソルが入力欄にあるうちは確定しません。）

・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・「左／右／上／下余白」入力欄をそれぞれ「4」、「4」、「1」、「6」（単位はmm以下同）にします。
・「ベアラバー」をオンにし、その値を「0.5」にします。
・「文字揃え」を「中央」にします。
　　すると「ガード／センターバー高」入力欄が自動的に「18.23」になります。これはすぐ上の
「データバー高」と同じ値です。
・「文字位置」入力欄を「5」にします。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。
・ここでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

（その３）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「その２」での設定で、「シンボル全体の高さ」を「16」mmにしてください。これにともない
パレットのカスタマイズ部の各関連数値が自動的に変化します。

・「作成」ボタンをクリックしてでき具合を確認します。
　　作成したバーコードは削除しておいてください。
・今度はこの設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。

・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
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・そのダイアログの入力欄にここでは「16HB」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「16HB」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「16HB」と
いう名称でプリセットメニューに追加されました。

・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
を作成します。

　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「16HB」を選んで作成してみてください。この例
で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「16HB」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「16HB」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタンをク
リックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「16HB」が削除されていることを確認してください。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」で 16HBと名付けて作成したバーコードだけを選択状態にしてく
ださい。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」で 16HBと名付けて作成したバーコードが復元します。

　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　*コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのま
ま出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）ただし、制御コード、”(、)、[、]、
¥”、および特殊コードを含むシンボルの作成をした場合は、コードのデータだけ「照合」ボタ
ンによるデータの読み込みができません。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。



●パレットの設定項目について

チェックデジットの除いた７桁の数字� チェックデジット�
２または５桁のアドオンコード（通常空欄）�

�

OCR文字の出力制御。
OFF のときはバーの
み作成。�

これを ON にすると、
カスタマイズ用の拡張
パレットに。（次ページ）
�

いわゆるBWR。この設定値分だけ各バー幅が
増減。単位はミクロン（千分の一ミリ）でマイ
ナスで減少。�

左のポップアップメニュー項目には「シンボル
全体の高さ」「ベアラバーを含めない高さ」「バー
のみの高さ」があり、必要に応じてこれらを選
択してからその高さを設定。これにともないカ
スタマイズ部の関連値が増減。（下図参照）�

作成したバーコードオブジェクトを選択状態に
してこのボタンをクリックすると、作成時の設定
をパレットに復元。�

作成実行ボタン。ただしコード入力が不正のと
きは無効。（グレー表示）�

シンボル全体の拡大縮小
率。これにともなって各
関連項目の数値が増減。�

「プリセットメニューにつ
いて」の章を参照。�

バーのみの高さ� ベアラバーを
含めない高さ�

シンボル全体
の高さ�

*ベアラバーがないときは「ベアラバーを含めない高さ」は「シンボル全体の高さ」と同じ値�
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バーコードROBO・UPC(A)

●何ができるか？

　　UPC Aバージョンのバーコードを作成できます。

●どう動作するか？

　　11桁の指定コードから 12桁目のチェックデジットを自動計算し、対応するバーコードシン
ボルを Illustratorのオブジェクトとして出力します。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）

・２または５桁のアドオンコードをもサポート。
・レイアウト機能を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。
・コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのまま
出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）



66

●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「UPC(A)」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコー
ドROBO・UPC(A)」を選んでください。

・「UPC(A)」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に 11桁の数字列が入っていますが、これはUPC(A)の 11桁コードのうち末尾の
チェックデジットを除いた数字列です。12桁目のチェックデジットは自動計算され右隣りの欄
に表示されます。

・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「UPC(A)」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコー
ドROBO・UPC(A)」を選んでください。

・「UPC(A)」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に半角文字で「01231231230」と入力してください。チェックデジット欄は「6」
になったはずです。（カーソルが入力欄にあるうちは確定しません。）

・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・「左／右／上／下余白」入力欄をそれぞれ「4」、「4」、「1」、「6」（単位はmm以下同）にします。
・「ベアラバー」をオンにし、その値を「1」にします。
・「文字揃え」を「中央」にします。
　　すると「ガード／センターバー高」入力欄が自動的に「22.86」になります。これはすぐ上の
「データバー高」と同じ値です。
・「文字位置」入力欄を「5」にします。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。
・ここでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

（その３）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「その２」での設定で、「シンボル全体の高さ」を「25」mmにしてください。これにともない
パレットのカスタマイズ部の各関連数値が自動的に変化します。

・「作成」ボタンをクリックしてでき具合を確認します。
　　作成したバーコードは削除しておいてください。
・今度はこの設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。

・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
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・そのダイアログの入力欄にここでは「25HB」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「25HB」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「25HB」と
いう名称でプリセットメニューに追加されました。

・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
を作成します。

　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「25HB」を選んで作成してみてください。この例
で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「25HB」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「25HB」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタンをク
リックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「25HB」が削除されていることを確認してください。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」で 25HBと名付けて作成したバーコードだけを選択状態にしてく
ださい。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」で 25HBと名付けて作成したバーコードが復元します。

　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　*コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのま
ま出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）ただし、制御コード、”(、)、[、]、
¥”、および特殊コードを含むシンボルの作成をした場合は、コードのデータだけ「照合」ボタ
ンによるデータの読み込みができません。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。



●パレットの設定項目について

チェックデジットの除いた11桁の数字� チェックデジット�
２または５桁のアドオンコード（通常空欄）�

OCR文字の出力制御。
OFF のときはバーの
み作成。�

これを ON にすると、
カスタマイズ用の拡張
パレットに。（次ページ）
�

いわゆるBWR。この設定値分だけ各バー幅が
増減。単位はミクロン（千分の一ミリ）でマイ
ナスで減少。�

左のポップアップメニュー項目には「シンボル
全体の高さ」「ベアラバーを含めない高さ」「バー
のみの高さ」があり、必要に応じてこれらを選
択してからその高さを設定。これにともないカ
スタマイズ部の関連値が増減。（下図参照）�

作成したバーコードオブジェクトを選択状態に
してこのボタンをクリックすると、作成時の設定
をパレットに復元。�

作成実行ボタン。ただしコード入力が不正のと
きは無効。（グレー表示）�

シンボル全体の拡大縮小
率。これにともなって各
関連項目の数値が増減。�

「プリセットメニューにつ
いて」の章を参照。�

バーのみの高さ� ベアラバーを
含めない高さ�

シンボル全体
の高さ�

*ベアラバーがないときは「ベアラバーを含めない高さ」は「シンボル全体の高さ」と同じ値�

0 12345 67890 5
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バーコードROBO・UPC(E)

●何ができるか？

　　UPC Eバージョンのバーコードを作成できます。

●どう動作するか？

　　６桁の指定コードに１桁目のゼロを付加、８桁目のチェックデジットを自動計算し、対応す
るバーコードシンボルを Illustratorのオブジェクトとして出力します。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）

・２または５桁のアドオンコードをもサポート。
・レイアウト機能を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。
・コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのまま
出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）
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●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「UPC(E)」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコー
ドROBO・UPC(E)」を選んでください。

・「UPC(E)」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に６桁の数字列が入っていますが、これはUPC(E)８桁コードのうち先頭のゼロと
末尾のチェックデジットを除いた数字列です。８桁目のチェックデジットは自動計算され右隣
りの欄に表示されます。

・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「UPC(E)」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコー
ドROBO・UPC(E)」を選んでください。

・「UPC(E)」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に半角文字で「012345」と入力してください。チェックデジット欄は「7」になっ
たはずです。（カーソルが入力欄にあるうちは確定しません。）

・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・「左／右／上／下余白」入力欄をそれぞれ「4」、「4」、「1」、「6」（単位はmm以下同）にします。
・「ベアラバー」をオンにし、その値を「0.5」にします。
・「文字揃え」を「中央」にします。
　　すると「ガード／センターバー高」入力欄が自動的に「22.86」になります。これはすぐ上の
「データバー高」と同じ値です。
・「文字位置」入力欄を「5」にします。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。
・ここでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

（その３）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「その２」での設定で、「シンボル全体の高さ」を「16」mmにしてください。これにともない
パレットのカスタマイズ部の各関連数値が自動的に変化します。

・「作成」ボタンをクリックしてでき具合を確認します。
　　作成したバーコードは削除しておいてください。
・今度はこの設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。

・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
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・そのダイアログの入力欄にここでは「16HB」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「16HB」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「16HB」と
いう名称でプリセットメニューに追加されました。

・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
を作成します。

　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「16HB」を選んで作成してみてください。この例
で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「16HB」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「16HB」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタンをク
リックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「16HB」が削除されていることを確認してください。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」で 16HBと名付けて作成したバーコードだけを選択状態にしてく
ださい。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」で 16HBと名付けて作成したバーコードが復元します。

　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　*コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのま
ま出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）ただし、制御コード、”(、)、[、]、
¥”、および特殊コードを含むシンボルの作成をした場合は、コードのデータだけ「照合」ボタ
ンによるデータの読み込みができません。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。



●パレットの設定項目について

チェックデジット�
２または５桁のアドオンコード（通常空欄）�

先頭のゼロとチェックデジットの
除いた６桁の数字�

OCR文字の出力制御。
OFF のときはバーの
み作成。�

これを ON にすると、
カスタマイズ用の拡張
パレットに。（次ページ）
�

いわゆるBWR。この設定値分だけ各バー幅が
増減。単位はミクロン（千分の一ミリ）でマイ
ナスで減少。�

左のポップアップメニュー項目には「シンボル
全体の高さ」「ベアラバーを含めない高さ」「バー
のみの高さ」があり、必要に応じてこれらを選
択してからその高さを設定。これにともないカ
スタマイズ部の関連値が増減。（下図参照）�

作成したバーコードオブジェクトを選択状態に
してこのボタンをクリックすると、作成時の設定
をパレットに復元。�

作成実行ボタン。ただしコード入力が不正のと
きは無効。（グレー表示）�

シンボル全体の拡大縮小
率。これにともなって各
関連項目の数値が増減。�

「プリセットメニューにつ
いて」の章を参照。�

バーのみの高さ� ベアラバーを
含めない高さ�

シンボル全体
の高さ�

*ベアラバーがないときは「ベアラバーを含めない高さ」は「シンボル全体の高さ」と同じ値�

0 078349 1
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バーコードROBO・書籍 JAN,ISBN/分類価格コード

●何ができるか？

　　ISBN/分類価格コード（日本図書コード）のOCR文字と対応する書籍 JANシンボルを作成
できます。

●どう動作するか？

　　ISBNコード（チェックデジットを自動計算）と分類価格コードからそれらのOCR文字と対
応する書籍 JANシンボルを作成できます。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）
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●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「書籍 JAN,ISBN/分類価格コード」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインド
ウ｣メニューの「バーコードROBO・書籍 JAN,ISBN/分類価格コード」を選んでください。

・「書籍 JAN,ISBN/分類価格コード」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
　　ISBNコード入力欄に ISBNに続く９桁の数字列が入っていますが、これは ISNBコードのう
ち末尾のチェックデジットを除いた数字列です。10桁目のチェックデジットは自動計算され右
隣りの欄に表示されます。

　　分類価格コード入力欄にCに続く分類コード、スペース、Yに続く価格コードが順に入って
います。ここでYは半角欧文の円マーク（JISキーボードのキーにある¥ではない）の代替
キャラクタです。作成時に円マークに変換されます。（後記参照）

　　JANコードの１段目入力欄には JAN１段目の上位３桁の固定コード、２段目入力欄には JAN
２段目の上位３桁の固定コードが入っています。JANコードの各残り桁とチェックデジットは
自動的に決定されます。（詳細後記）

・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「書籍 JAN,ISBN/分類価格コード」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインド
ウ｣メニューの「バーコードROBO・書籍 JAN,ISBN/分類価格コード」を選んでください。

・「書籍 JAN,ISBN/分類価格コード」のタイトルをもつパレットが開きます。
・いったんパレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を
選びます。

・ISBNコード入力欄に「ISBN4-02-123456」と入力してください。
・分類価格コード入力欄に「C0040 Y2200E」と入力してください。
　　ここで Yは半角欧文の円マーク（JISキーボードのキーにある¥ではない）の代替キャラク
タです。作成時に円マークに変換されます。（後記参照）

・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・「ISBN,分類価格コード」の「２段表記」をチェックし、HV相対位置をそれぞれ「0mm」,と
「-50mm」にしてください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。こ
こでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

（その３）
　　「その２」での設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。

・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
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・そのダイアログの入力欄にここでは「OCR2L」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「OCR2L」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「OCR2L」
という名称でプリセットメニューに追加されました。

・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
を作成します。

　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「0CR2L」を選んで作成してみてください。この
例で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「0CR2L」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「0CR2L」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタンを
クリックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「0CR2L」が削除されていることを確認してください。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」で 0CR2Lと名付けて作成したバーコードだけを選択状態にして
ください。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」で 0CR2Lと名付けて作成したバーコードが復元します。
　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　*半角欧文の円マーク（JISキーボードのキーにある¥ではない）の文字コードがMacintoshと
Windowsとでは異なること、また入力の仕方も特殊であることからYを代替キャラクタとして
使用しています。作成時には円マークに変換されます。本来の半角欧文の円マークをコード欄
に入力しても作成はできますが、照合において分類価格コードだけ復元できなくなりますので
ご注意ください。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。



●パレットの設定項目について

チェックデジットの除いたISBNコード�

分類価格コード�

チェックデジット�

OCR 文字の出力制御。
OFF のときは ISBN/分
類価格コードのみ作成。�

OCR 文字の出力制御。
OFF のときは書籍 JAN
のみ作成。�

これをONにすると、カスタマイ
ズ用の拡張パレットに。（次ペー
ジ）�

いわゆるBWR。この設定値分だけ各バー幅が
増減。単位はミクロン（千分の一ミリ）でマイ
ナスで減少。�

作成実行ボタン。ただしコード入力が不正のとき
は無効。（グレー表示）�

シンボル全体の拡大縮
小率。これにともなって
各関連項目の数値が増減。
減。�

「プリセットメニューにつ
いて」の章を参照。�

JANコードの１段目上
位３桁の固定コード以
外はISBNコードから決定。
２段目上位３桁の固定
コード以外は分類価格
コードから決定。（各
段末尾チェックデジッ
トは自動計算）�

作成したバーコードオブジェクトを選択状態に
してこのボタンをクリックすると、作成時の設定
をパレットに復元。�

　　JANコードの入力欄の右にある「出力」チェックボックスの意味が、他のバーコードの場合とやや
異なるのでご注意ください。他のバーコードの場合はOCR文字の出力のON/OFF制御ですが、ここ
ではシンボルとOCR文字の両方の出力のON/OFF制御を行います。すなわち

　　JANコードの入力欄の右にある「出力」チェックボックス
がOFFのときは、ISBN/分類価格コードだけ出力します。

　　また、この「出力」をOFFにすると同時にカスタマイズ部の ISBN/分類価格コードの「HV相対位
置」がどちらも「0」にセットされます。再度ONに戻すと初期設定値がセットされます。



 

デ
ー
タ
バ
ー
高
�

上
下
シ
ン
ボ
ル
の
間
隔
�

２
段
表
記
が
O
N
の
と
き
の
行
送
り
�

「
文
字
揃
え
」
の
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
以
外
、「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
」
お
よ
び
「
行

方
向
比
率
」
は
Ill
u
st
ra
to
rの
文
字
設
定
と
同
様
。「
文
字
揃
え
」
の

標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
以
外
を
使
用
す
る
場
合
は
ガ
ー
ド
／
セ
ン
タ
ー
バ
ー

を
デ
ー
タ
バ
ー
と
同
じ
長
さ
に
設
定
す
る
。「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
」
は
「
文
字

揃
え
」
が
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
以
外
の
場
合
に
有
効
。
文
字
サ
イ
ズ
の
「
標

準
」
ボ
タ
ン
は
初
期
設
定
時
の
「
フ
ォ
ン
ト
」
ご
と
の
最
適
な
値
を
設
定
。

�

J
A
N
コ
ー
ド
位
置

（
デ
ー
タ
バ
ー
下
端

か
ら
の
距
離
で
通

常
プ
ラ
ス
値
）�

IS
B
N
,分
類
価
格

コ
ー
ド
の
H
V
相
対

位
置
（
原
点
は

JA
N
コ
ー
ド
１
段
目

シ
ン
ボ
ル
の
左
上
端
。

H
は
水
平
位
置
、

V
は
垂
直
位
置
。

そ
れ
ぞ
れ
右
と
上

が
プ
ラ
ス
値
）�



80

バーコードROBO・NW7

●何ができるか？

　　NW7（コーダバー）のバーコードを作成できます。

●どう動作するか？

　　指定コードからチェックデジット（オプション）を自動計算し、対応するバーコードシンボ
ルを Illustratorのオブジェクトとして出力します。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）

・スタート／エンドコードはデフォルト（既定）設定可能
・コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのまま
出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）
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●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「NW7」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコード

ROBO・NW7」を選んでください。
・「NW7」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に「a」で始まり「a」で終わる文字列が入っていますが、これはスタートコード
とストップコードのどちらも「コードに含む」としてあるからです。

　　「チェックデジット」をオンにするとチェックデジットが計算されコード欄の右に表示されま
す。

・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「NW7」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコード

ROBO・NW7」を選んでください。
・「NW7」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄の文字列から先頭と末尾の「a」を削除してください。
　　ここで「作成」のボタンが無効なりますが無視します。
・スタートコード、ストップコードとも「A」にしてください。
　　「作成」のボタンが有効なります。
・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・「文字揃え」を「中央」にします。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。
・ここでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

（その３）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「その２」での設定で、「シンボル全体の高さ」を「10」mmにしてください。これにともない
パレットのカスタマイズ部の各関連数値が自動的に変化します。

・「作成」ボタンをクリックしてでき具合を確認します。
　　作成したバーコードは削除しておいてください。
・今度はこの設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。

・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
・そのダイアログの入力欄にここでは「AA10H」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「AA10H」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「AA10H」



82

という名称でプリセットメニューに追加されました。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
を作成します。

　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「AA10H」を選んで作成してみてください。この
例で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「AA10H」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「AA10H」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタンを
クリックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「AA10H」が削除されていることを確認してください。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」でAA10Hと名付けて作成したバーコードだけを選択状態にして
ください。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」でAA10Hと名付けて作成したバーコードが復元します。

　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。
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バーコードROBO・CODE39

●何ができるか？

　　CODE39のバーコードを作成できます。

●どう動作するか？

　　指定コードからチェックデジット（オプション）を自動計算し、対応するバーコードシンボ
ルを Illustratorのオブジェクトとして出力します。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）

・スタート／ストップコードはデフォルト（既定）設定可能
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●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「CODE39」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バー
コードROBO・CODE39」を選んでください。

・「CODE39」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に「*」で始まり「*」で終わる文字列が入っていますが、これは「スタート／ス
トップコードはコードに含む」としてあるからです。

　　「チェックデジット」をオンにするとチェックデジットが計算されコード欄の右に表示されま
す。

・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「CODE39」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バー
コードROBO・CODE39」を選んでください。

・「CODE39」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄の文字列から先頭と末尾の「*」を削除してください。
　　ここで「作成」のボタンが無効なりますが無視します。
・「スタート／ストップコードはコードに含む」をオンにしてください。
　　「作成」のボタンが有効なります。
・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・「文字揃え」を「中央」にします。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。
・ここでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

（その３）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「その２」での設定で、「シンボル全体の高さ」を「10」mmにしてください。これにともない
パレットのカスタマイズ部の各関連数値が自動的に変化します。

・「作成」ボタンをクリックしてでき具合を確認します。
　　作成したバーコードは削除しておいてください。
・今度はこの設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。

・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
・そのダイアログの入力欄にここでは「**10H」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「**10H」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「**10H」と
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いう名称でプリセットメニューに追加されました。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
を作成します。

　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「**10H」を選んで作成してみてください。この例
で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「**10H」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「**10H」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタンをク
リックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「**10H」が削除されていることを確認してください。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」で **10Hと名付けて作成したバーコードだけを選択状態にしてく
ださい。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」で **10Hと名付けて作成したバーコードが復元します。

　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。



●パレットの設定項目について

コード�

チェックデジット表示欄�

チェックデジットが必要な場合はONに。�

OCR文字の出力制御�
OFF のときはバーの
み作成。�

これを ON にすると、
カスタマイズ用の拡張
パレットに。（次ページ）
�

いわゆるBWR。この設定値分だけ各バー幅が
増減。単位はミクロン（千分の一ミリ）でマイ
ナスで減少。�

左のポップアップメニュー項目には「シンボル
全体の高さ」「ベアラバーを含めない高さ」「バー
のみの高さ」があり、必要に応じてこれらを選
択してからその高さを設定。これにともないカ
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バーコードROBO・CODE128

●何ができるか？

　　CODE128のバーコードを作成できます。

●どう動作するか？

　　指定コードからチェックデジットを自動計算し、対応するバーコードシンボルを Illustratorの
オブジェクトとして出力します。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）

・Ａ、Ｂ、Ｃのすべてのコードセットに対応。
・コードキャラクタ、シフトキャラクタ、ファンクションキャラクタをサポート

123456Code-128CODE128

Code128

35473637171824

スタートコードＡ� スタートコードＡ、「o」からコードセットＢに�

スタートコードＢ�

スタートコードＣ�
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●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「CODE128」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バー
コードROBO・CODE128」を選んでください。

・「CODE128」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に「123456Code-128」という文字列が入っていますが、これはスタートコード
を「B」としたコードセットBのコードの例です。もし制御コードや特殊コードをコードに含
めたい場合には、コード欄右下にあるポップアップメニュー（右向き三角アイコン）を利用し
ます。ここで選んだコードはコード入力欄のカーソル位置に代替キャラクタに置き換わって挿
入されます。（ポップアップの各項目名の後に付いている括弧内の１文字がその代替キャラクタ
です。）

　　なお、チェックデジットはコード欄の右に表示されています。
・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「CODE128」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バー
コードROBO・CODE128」を選んでください。

・「CODE128」のタイトルをもつパレットが開きます。
・いったんパレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を
選びます。

・コード入力欄に「Code128」と入力してください。
　　ここで、「作成」のボタンが無効なりますが無視します。
・スタートコードは「B」にしてください。
　　チェックデジット欄に「%」が表示され、「作成」のボタンが有効なります。
・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・「文字揃え」を「中央」にします。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。
・ここでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

（その３）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「その２」での設定で、「シンボル全体の高さ」を「10」mmにしてください。これにともない
パレットのカスタマイズ部の各関連数値が自動的に変化します。

・「作成」ボタンをクリックしてでき具合を確認します。
　　作成したバーコードは削除しておいてください。
・今度はこの設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。

・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
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・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
・そのダイアログの入力欄にここでは「B10H」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「B10H」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「B10H」と
いう名称でプリセットメニューに追加されました。

・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
を作成します。

　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「B10H」を選んで作成してみてください。この例
で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「B10H」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「B10H」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタンをク
リックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「B10H」が削除されていることを確認してください。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」で B10Hと名付けて作成したバーコードだけを選択状態にしてく
ださい。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」で B10Hと名付けて作成したバーコードが復元します。

　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。

（注意）制御コード、特殊コードを含むシンボルの作成をした場合は、コードのデータだけ「照
合」ボタンによるデータの読み込みができません。



●パレットの設定項目について

（注意）制御コード、”(、)、[、]、¥”、および特殊コードを含むシンボルの作成をした場合は、コードの
データだけ「照合」ボタンによるデータの読み込みができません。

コード� チェックデジット表示欄�

OCR文字の出力制御�
OFF のときはバーの
み作成。�

これを ON にすると、
カスタマイズ用の拡張
パレットに。（次ページ）
�

いわゆるBWR。この設定値分だけ各バー幅が
増減。単位はミクロン（千分の一ミリ）でマイ
ナスで減少。�

左のポップアップメニュー項目には「シンボル
全体の高さ」「ベアラバーを含めない高さ」「バー
のみの高さ」があり、必要に応じてこれらを選
択してからその高さを設定。これにともないカ
スタマイズ部の関連値が増減。（下図参照）�

スタートコードの取り扱い方法を指定。ポップアッ
プメニュー項目には「コードに含む」「A」「B」「C
」があり、「コードに含む」以外は既定値とし
てコード内の記述を省略できることを意味する。�

制御コード、特殊コード用キャラクタ・ポップアッ
プメニュー。ここで選んだコードはコード入力
欄のカーソル位置に代替キャラクタに置き換わっ
て挿入されます。（ポップアップの各項目名の
後に付いている括弧内の１文字がその代替キャ
ラクタです。）�

作成したバーコードオブジェクトを選択状態に
してこのボタンをクリックすると、作成時の設定
をパレットに復元�

作成実行ボタン。ただしコード入力が不
正のときは無効。（グレー表示）�

シンボル全体の拡大縮小率。
率。これにともなって各関
連項目の数値が増減。�

「プリセットメニューにつ
いて」の章を参照。�

バーのみの高さ� ベアラバーを
含めない高さ�

シンボル全体
の高さ�

*ベアラバーがないときは「ベアラバーを含めない高さ」は「シンボル全体の高さ」と同じ値�

Code-128
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バーコードROBO・ITF

●何ができるか？

　　ITF（JIS X 0502）のバーコードを作成できます。

●どう動作するか？

　　標準／拡張／アドオンの各バージョンのそれぞれ 13／ 15／４桁の指定コードから末尾に
チェックデジットを自動計算付加し、対応するバーコードシンボルを Illustratorのオブジェク
トとして出力します。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）

・標準／拡張／アドオンの全バージョンに対応。
・コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのまま
出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）

標準バージョン�

拡張バージョン�

アドオンバージョン�
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●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「ITF」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコード

ROBO・ITF」を選んでください。
・「ITF」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に標準コードのチェックデジットをのぞく 13桁が入っています。またその右隣り
にはチェックデジットが計算され「1」が表示されています。

・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「ITF」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコード

ROBO・ITF」を選んでください。
・「ITF」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に拡張コード「010490123456789」（チェックデジットをのぞく１５桁）を入力し
てください。

・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・ベアラバーの種類を「ベアラバー上下」にします。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。
・ここでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

（その３）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「その２」での設定で、「シンボル全体の高さ」を「50」mmにしてください。これにともない
パレットのカスタマイズ部の各関連数値が自動的に変化します。

・「作成」ボタンをクリックしてでき具合を確認します。
　　作成したバーコードは削除しておいてください。
・今度はこの設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。

・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
・そのダイアログの入力欄にここでは「50H上下B」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「50H上下 B」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「50H
上下 B」という名称でプリセットメニューに追加されました。

・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
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を作成します。
　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「50H上下B」を選んで作成してみてください。こ
の例で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「50H上下 B」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「50H上下B」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタン
をクリックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「50H上下 B」が削除されていることを確認してください。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」で 50H上下 Bと名付けて作成したバーコードだけを選択状態にし
てください。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」で 50H上下 Bと名付けて作成したバーコードが復元します。

　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　*コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのま
ま出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）ただし、制御コード、”(、)、[、]、
¥”、および特殊コードを含むシンボルの作成をした場合は、コードのデータだけ「照合」ボタ
ンによるデータの読み込みができません。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。



●パレットの設定項目について

コード� チェックデジット表示欄�

OCR文字の出力制御。
OFF のときはバーの
み作成。�

これを ON にすると、
カスタマイズ用の拡張
パレットに。（次ページ）
�

いわゆるBWR。この設定値分だけ各バー幅が
増減。単位はミクロン（千分の一ミリ）でマイ
ナスで減少。�

左のポップアップメニュー項目には「シンボル
全体の高さ」「ベアラバーを含めない高さ」「バー
のみの高さ」があり、必要に応じてこれらを選
択してからその高さを設定。これにともないカ
スタマイズ部の関連値が増減。（下図参照）�

作成したバーコードオブジェクトを選択状態に
してこのボタンをクリックすると、作成時の設定
をパレットに復元。�

作成実行ボタン。ただしコード入力が不正のと
きは無効。（グレー表示）�

シンボル全体の拡大縮小
率。これにともなって各
関連項目の数値が増減。�

「プリセットメニューにつ
いて」の章を参照。�

バーのみの高さ� ベアラバーを
含めない高さ�

シンボル全体
の高さ�

*ベアラバーがないときは「ベアラバーを含めない高さ」は「シンボル全体の高さ」と同じ値�
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バーコードROBO・2of5

●何ができるか？

　　2of5（自由長 ITF）のバーコードを作成できます。

●どう動作するか？

　　指定コード（チェックデジットなし：偶数桁、あり：奇数桁）からオプションによりチェッ
クデジットを自動計算し、対応するバーコードシンボルを Illustratorのオブジェクトとして出
力します。

●特徴

・設定→作成はすべてパレットでおこなうので書類編集などと平行作業が可能。
・シンボルを構成する各モジュールのサイズやOCR文字のフォーマット設定が柔軟にできるので
いろいろなスタイルのバーコードが作成可能。

・設定をセットメニュー化できるのでカスタマイズしたバーコードが一瞬で呼び出せる。
・付属の「組版ROBO 3」を併用すればデータベースのコードを連続変換出力可能。バッチ処理
にも対応。

・照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが可能。これに
より作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェック。（必要なら再生）

・コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのまま
出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）

チェックデジットなし� チェックデジットあり�
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●基本的な使用例

（その１）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「2of5」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコード

ROBO・2of5」を選んでください。
・「2of5」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に８桁（チェックデジットなしなので偶数桁）が入っています。
・そのまま「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。

（その２）
・新規に Illustrator書類を開いてください。
・「2of5」のタイトルをもつパレットが開いていなければ、｢ウインドウ｣メニューの「バーコード

ROBO・2of5」を選んでください。
・「2of5」のタイトルをもつパレットが開きます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「初期設定」を選びます。
・コード入力欄に「12345」（チェックデジットをのぞく７桁）を入力してください。
　　ここで「作成」のボタンが無効なりますが無視します。
・「チェックデジット」をオンにしてください。
　　「作成」のボタンが有効なります。
・「シンボル全体の高さ」を「41.4」（単位：mm以下同）
・「カスタマイズ」をオンにしてください。
・パレットが拡大して設定項目が増えます。
・細エレメント幅を「1.016」、太エレメント幅を「2.54」、「左／右／上／下余白」を順に
「10.16」、「10.16」、「0」、「0」にします。
・ベアラバーの種類を「ベアラバー上下左右」にし、バー幅を「4.8」にします。
・「文字サイズ」を「22.6」pt、「文字位置」を「11.8」にします。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・Illustrator書類上にパスとテキストオブジェクトから構成されたバーコードが作成されます。
・ここでの設定は次の例へ引継ぎますのでそのままにしておいてください。

（その３）
　　「その２」での設定を保存してみます。
・パレットの右上のポップアップメニュー（右向き三角アイコン）から「定義パレットを表示」
を選びます。以後このポップアップを「プリセットメニュー」と呼びます。

・現在のパレットの隣りにさらにパレットが開きます。
・定義パレット下段左の「新規」ボタンをクリックしてください。
・現在の設定に名前を付けるためのダイアログが開きます。
・そのダイアログの入力欄にここでは「ITF5」と入力し「OK」ボタンを押してください。
・リスト欄に「ITF5」という行が追加されているはずです。これで、現在の設定が「ITF5」とい
う名称でプリセットメニューに追加されました。

・「プリセットメニュー」の「定義パレットを隠す」を選んで閉じてください。
・いったん「プリセットメニュー」から「初期設定」を選び、「作成」ボタンで標準のバーコード
を作成します。
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　　書類上にできたバーコードを少し下へ移動し、選択を解除しておいてください。
・次に「プリセットメニュー」からさきほどの「ITF5」を選んで作成してみてください。この例
で最初に作成したバーコードの設定がパレットに読み込まれ再現されます。

・今度はこのプリセットメニュー「ITF5」を削除してみます。
・「プリセットメニュー」の「定義パレットを表示」を選んでください。
・定義パレットのリスト「ITF5」を選択（反転）し、定義パレット下段右の「削除」ボタンをク
リックしてください。確認のダイアログが現れたらOKボタンを押します。

・「プリセットメニュー」から「ITF5」が削除されていることを確認してください。

　*この設定のシンボルは ITF（JIS X 0502）の初期設定でコードを「12345」（アドオンバージョ
ン）とした場合と同じものです。

　*プリセットメニューに関する詳細は「プリセットメニューについて」の章をご覧ください。

（その４）
・「その３」において初期設定で作成したバーコードだけを選択状態にしてください。
・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・もう一度試します。「その３」で ITF5と名付けて作成したバーコードだけを選択状態にしてく
ださい。

・パレットの「照合」ボタンをクリックしてください。
　　現在選択されているバーコードが作成されたときの設定がパレットに読み込まれます。
・設定をそのままに、いったん書類上のバーコードをすべて削除してください。
・「作成」ボタンをクリックしてください。
・「その３」で ITF5と名付けて作成したバーコードが復元します。

　　このように照合機能により一度作成したバーコードの設定を再度パレットに呼び戻すことが
可能です。これにより作成後にバーコードが改変されたかどうかを簡単にチェックできますの
で、必要なら再生してください。

　*コード数字と区別できればコード中に任意の文字を挿入可能。（シンボル化されずに、そのま
ま出力。ただし文字揃えが標準フォーマットの場合は単に無視）ただし、制御コード、”(、)、[、]、
¥”、および特殊コードを含むシンボルの作成をした場合は、コードのデータだけ「照合」ボタ
ンによるデータの読み込みができません。

　　「バーコードROBO 3」で作成したバー
コード・オブジェクトはすべてグループ化
されていますが、このグループは解除しな
いでください。もし解除すれば照合機能は
働きません。
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　　プリセットメニューとはパレットの右上にある右向き三角形アイコンのポップアップメ
ニューのことです。

　　パレットの設定に名前をつけて保存し、その名前をこのポップアップメニューのメニュー項
目として追加することができます。そして次からはそのメニュー項目を選択するだけで保存し

ておいた設定（プリセット）をパレットに読み込むことができます。
　　メニュー項目の「定義パレットを表示」を選ぶとプリセット定義用の下図のようなパレット
が現れます。

　　では、このパレットでプリセットメニューの登録、変更、削除について説明します。

（新規に登録するには）

　　現在の設定に名前を付けてメニュー化するに
は、リスト下部の新規アイコン（Illustratorのパ
レットと同じです）をクリックします。

　　名前を入力するダイアログウィンドウが現れま
すので適当な名前を付けてＯＫボタンを押してく
ださい。

　　これで現在の設定がプリセットメニューとして
登録されます。

（登録内容を変更するには）

　　変更するリスト行をMacintoshでは「Option
キー＋クリック」、Windowsでは「Altキー＋ク
リック」してください。

　　名称を変更するダイアログウィンドウが現れま
すので必要なら改名してＯＫボタンを押してくだ
さい。

　　現在の設定とその名称が登録されます。
　　メニュー項目名だけ変えたい場合はあらかじめ

新規登録ボタン�

登録削除ボタン�

プリセットメニューについて
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そのプリセット内容（設定）を読み込んでおく必要があります。
　　リスト行をダブルクリックするとそのプリセット内容（設定）を読み込みます。

（登録を削除するには）

　　削除する設定の名称のリスト行を１回クリックして反転してください。（リストの選択状態）
　　Mactintoshではコマンドキーを、WindowsではCtrlキー押しながら複数選択したり、シフト
キーを押しながら連続選択したりできます。

　　リスト下部の削除アイコン（Illustratorのパレットと同じです）をクリックします。
　　確認ダイアログウィンドウが現れますのでよければＯＫボタンを押してください。
　　これでその名称の設定がメニュー項目とともにプリセットメニューから削除されます。

　　プリセット定義パレットを隠すにはプリセット・ポップアップメニューから「定義パレット
を隠す」を選ぶかパレットのクローズボックスをクリックしてください。

　　なお、このパレットを出したままにしておくと、リスト行のダブルクリックで設定が読み込
まれます。（ポップアップメニューを選択するのと等価）ただし、他のパレットからプリセット
定義パレットを開こうとしたときに、混乱を防ぐために現在開いているプリセット定義パレッ
トは強制的に閉じられます。
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バーコードを印刷する際の注意

　　「バーコードROBO 3」を用いて作成した各バーコードシンボルは、Illustratorのオブジェク
トです。

　　つぎに印刷時に重要な要素となる事柄について述べます。

●黒バー幅の補正値について
　　「黒バー幅の補正」とは、いわゆるBWR（Bar Width Reduction）のことで、これは実際の製
版や印刷の過程でバー幅の理論値+許容誤差を保つことが困難な場合に設定する項目です。例
えば最終仕上がりの太りを考慮してあらかじめ全黒バー幅を６ミクロンだけ細くしておきたい
ときには「-0.006mm」と入力します。このとき結果として全白バー（地模様）幅は 0.006mm
だけ太くなります。

　　ただし、これはあくまでも計算値であり、フィルムマスター段階での精度はイメージセッ
ターの出力解像度に左右されます。

　　バーコード印刷の仕上がり品質は、製版や印刷の方式、
条件等によって変化します。したがってバー幅の補正に
ついては、実際の印刷所へご相談ください。

●出力解像度について
　　フィルムマスターレベルで最低 2400dpi、できれば 3600dpi以上での出力をお勧めします。
　　一方、一般の 600dpi程度のPSプリンターによる出力でも補正なしでスキャナによる読みと
りは十分可能です。しかし、その出力を版下などに使用することはお勧めできません。

●作成後の拡大縮小について
　　Illustratorのツールによるバー幅に影響が及ぶ拡大縮小は避けてください。
　　集版ソフト上での拡大縮小は避けてください。
　　製版カメラによる拡大縮小は避けてください。

●その他のご注意
　　バーコードは非常にデリケートです。当ソフトウェアで作成するバーコードはイラストレー
ターのパスとテキストによるグループオブジェクトです。

　　書類上の移動などの操作は必ず選択ツール（黒塗り矢印）でおこなってください。ダイレク
ト選択ツール（白ヌキ矢印）による部分選択による操作はご自身の責任においておこなってく
ださい。

　　また、いずれのバーコードも、正しく読み取るためには左右に最小限決められた余白（マー
ジンまたはクワイエットゾーンと呼ぶ）が必要です。原則として本ソフトウェアの初期設定値
または指定計算値より小さい値を設定しないでください。
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　　社内または個人使用の場合を除き、一般の流通ルートに乗せる商品に JANコードを付ける際
には事前に登録しメーカーコードを取得する必要があります。商工会議所または商工会が、(財)
流通システム開発センター／流通コ－ドセンタ－から委託をうけて登録手続きをおこなってい
ます。また ISBNコードについては日本図書コード管理センターへお問い合わせください。そ
の他のバーコードを使用する際にも関係機関へお問い合わせください。

バーコードを使用する際の注意
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対応バーコードについての概要

● JAN/EAN
　　食品、雑貨を中心に流通情報システム用として最も一般的に使われているシンボル。
　　13桁の標準バージョンと８桁の短縮バージョンがある。短縮バージョンは、商品が小さくて
シンボルの配置場所を確保するのが困難な場合に使用される。

　・使用キャラクタ：いずれも０～９の数字
　・標準バージョンの構成：先頭２桁はフラッグ（日本は 49または 45）、次の５桁はメーカー
コード、次の５桁は商品コード、最後の１桁はチェックデジット

　・短縮バージョンの構成：先頭２桁はフラッグ（日本は 49または 45）、次の４桁はメーカー
コード、次の１桁は商品コード、最後の１桁はチェックデジット

　*EANはヨーロッパでの流通統一シンボルの呼び名で、先頭２桁のフラッグが異なるだけ。

●UPC(A)/UPC(E)
　　米国での流通統一シンボル。
　　12桁のAバージョンと８桁の Eバージョンがある。Eバージョンは、商品が小さくてシンボ
ルの配置場所を確保するのが困難な場合に使用される。

　・使用キャラクタ：いずれも０～９の数字
　・Aバージョンの構成：先頭 1桁はシステムキャラクタ、次の５桁はメーカーコード、次の５桁
は商品コード、最後の１桁はチェックデジット

　・Eバージョンの構成：先頭１桁はシステムキャラクタ、次の６桁は情報コードだが、システム
キャラクタが 0の場合だけUPCコードの中に現れる 0を省くという特別な方法でエンコードさ
れている。例えばメーカーコード -商品コードが 12300-00045なら 123453とエンコードされ
る。最後の１桁はチェックデジットである。

●書籍 JAN,ISBN/分類価格コード
　　書籍 JANは２段のバーコードシンボルからなりそれぞれのシンボル化の方法は JAN13と同
じ。１段目のコードキャラクタの構成には ISBN、２段目のコードキャラクタの構成には分類価
格コードを含む。ISBN/分類価格コードは機械読み取り可能なOCR-Bフォントでなければな
らない。

　・ISBNコードの構成：ISBNの文字に続き次の 10桁からなる。（区切りはハイフン）
　グループ記号（可変長）-出版社記号（可変長）-書名記号（可変長）-チェックデジット（１
桁）

　・分類コードの構成：英字のCに続き１桁の販売対象コード、次の１桁は発行形態コード、次
の２桁は内容コード。

　・価格コードの構成：欧文円マーク（JISキーボードのキーにある¥ではない）に続き価格（円
単位）、末尾は英字の E。

　・１段目 JANコードの構成：978に続き、ハイフンとチェックデジットを取った９桁の ISBN
コード、末尾はこの JANコードとしてのチェックデジット。

　・２段目 JANコードの構成：192に続き、４桁の分類コード、次に５桁の価格コード（価格が
５桁に満たない場合は頭に０をつけて埋める、ただし 99999を越える場合は 00000）、末尾はこ
の JANコードとしてのチェックデジット。

●NW7
　　衣料品、宅配伝票などに広く利用されている。
　・使用キャラクタ：A～Ｄの英字（スタート／ストップコード用）、０～９の数字、-（ハイフ
ン）、$（ドル）、:（コロン）、/（スラッシュ）、.（ピリオド）、+（プラス）

　　太エレメント幅と細エレメント幅の比率は 2.0～ 3.0の範囲。
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　　キャラクタ間ギャップは細エレメント幅以上とする。
　　クワイエットゾーン（左右の余白）の幅はスタート／ストップキャラクタの幅以上とする。
　　すなわち、
　　（スタート／ストップキャラクタの幅）＝（細エレメント幅）×４＋（太エレメント幅）×３
　であるから、左右の余白はこれ以上とする。

●CODE39
　　自動車、鉄鋼、電子機器業界において EDI（Electronic Data Interchange）として利用。
　・使用キャラクタ：*（アスタリスク、スタート／ストップコード用）、０～９の数字、A～ Z
の英字、-（ハイフン）、.（ピリオド）、スペース、$（ドル）、/（スラッシュ）、+（プラス）、
%（パーセント）

　　太エレメント幅と細エレメント幅の比率は 2.0～ 3.0の範囲。
　　キャラクタ間ギャップは細エレメント幅以上とする。
　　クワイエットゾーン（左右の余白）の幅はスタート／ストップキャラクタの幅以上とする。
　　すなわち、
　　（スタート／ストップキャラクタの幅）＝（細エレメント幅）×６＋（太エレメント幅）×３
　であるから、左右の余白はこれ以上とする。

●CODE128
　　EDI（Electronic Data Interchange）の普及にともないCODE128が広く使用されようとして
いる。

　・使用キャラクタ：ASCII128文字、ファンクションキャラクタ
　　コードセットA、B、Cの３種がありスタートキャラクタによって指定する。コードキャラク
タとシフトキャラクタによってコード途中のコードセットの変更ができる。

　　クワイエットゾーン（左右の余白）の幅は、最小モジュール幅の 10倍か 2.54mmのいずれか
大きい方の値以上とする。

● ITF
　　流通業界を中心とした物流情報システムに利用される。また工業用、情報処理用としても広
く利用されている。14桁の標準バージョン、16桁の拡張バージョン、6桁のアドオンバージョ
ンがある。アドオンバージョンは他の２つに連続して使用される。

　・使用キャラクタ：いずれも０～９の数字

● 2of5
　　物流用やビデオのバーコード予約用に利用されている。
　・使用キャラクタ：いずれも０～９の数字
　　チェックデジットは必須ではないが、各キャラクタがバーとスペースの交互の組み合わせに
よるというシンボルの構成上、コードは常に偶数桁である。
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バーコードに関する参考文献
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　『コードが変える出版流通 ISBNのすべて』
　「日本エディターズスクール出版部」発行

●UPC(A)、UPC(E)について
　『U.P.C. SYMBOL SPECIFICATION MANUAL』
　「UNIFORM CODE COUNCIL,INC.」発行

●バーコード全般について
　『知っておきたいバーコードの知識』
　『月刊バーコード』
　いずれも「日本工業出版」発行
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サポート

　本製品に関するお問い合わせは下記の通りお願い致します。

●お問い合わせ方法

　技術的なご質問は先ず、次ページ「問い合わせ用紙」にご記入の上、ファクスまたは封書でお
送りください。最も迅速にかつ的確に回答させていだだけると存じます。

●お問い合わせの前に

・ご質問の前に、本マニュアルをよくお読みになってください。
　　本マニュアルの補足または訂正等が「組版ROBO 3」または「バーコードROBO 3」のディ
スク内のファイルとして追加されている場合があります。その場合は必ずディスク内のファイ
ルの方も合わせてお読みください。

　　特に「組版ROBO 3」に関しては「レコード順次取り込み」の章の最後にある「●利用可能
なデータベースファイルについて」を、また「バーコードROBO 3」に関しては「バーコード
を印刷するにあたって」の章をよくお読みください。

・以下の場合には、お問い合わせに対する回答ができませんのでご了承ください。
　１）お問い合わせの内容に対する不備
　２）OSやAdobe Illustratorそのものに関するご質問
　３）各バーコードの基本仕様／規格に関するご質問（「バーコードに関する参考文献」の章参照）
　４）本製品の指定環境外でのお問い合わせ
　５）本製品の内部的な非公開情報に関するご質問

●お問い合わせ先

株式会社フラッシュバック
電　　話：03-5474-0268
　　　　　受付時間：祝祭日を除く月～金曜日の 10:30～ 17:00（年末年始は休ませていただきます。）
ファクス：03-5474-8279
〒 106-0032 東京都港区六本木 4-11-4 六本木ビル 2F

※ご意見、ご要望等も是非およせください。貴重な資料として今後の製品開発に反映させていた
だきます。
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　以下「ファクス」までは内容が満たされていれば任意形式で結構です。コピーしてお使いくだ
さい。

　また、同一内容のものがディスクファイルとしてもあります。

＞お名前：

＞ふりがな：

＞会社名（法人登録のみ）：

＞部署（〃）：

＞住所：

＞電話：

＞ファクス：

＞機種名：

＞内蔵メモリ容量：　　　　　　　メガバイト

＞OS名およびOSのバージョン：

＞Adobe Illustratorのバージョン：（　　）.（　　）.（　　）

＞本製品のシリアル番号：

＞問い合わせのウインドウ名：

＞問い合わせの要点：
（必要に応じ出力結果もしくは画面ショットのコピー等を添付してください。）

問い合わせ用紙
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